
人口と世諸
10月1日現在( )内は対前年同月比
国人口 132，617人 (ー164人)

[うち外国人910人]
男 65，855人(ー179人)
女 66，762人(+15人)
園世帯 51，263世帯 (+335世帯)
※住民基本台帳人口・世帯に外国人登録者
数・世帯数を加えた数値です。

聞置悶
毎月日発行

我孫子市役所総務部広報室
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広

報

中
学
校
区
ご
》
}

に
地
域
密
着
型
サ
!
ビ
ス

特
養
ホ

I
ム
入
居
待
ち
の
方
へ
も
対
応

介
護
保
険
が
来
年
か
ら
大
き
く
変
わ
り
ま
す
。
高
齢
に
な
っ
て
も

住
み
な
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
る
た
め
、
我
孫
子
市
で

は
今
年
か
ら
3
年
間
で
、
中
学
校
区
を
基
本
に
し
た
白
常
生
活
圏
に
、

小
規
模
特
養
ホ
l
ム
や
グ
ル
ー
プ
ホ
l
ム
な
ど
の
地
域
密
着
型
サ
ー

ビ
ス
施
設
と
介
謹
予
防
の
た
め
の
拠
点
を
整
備
し
て
い
き
ま
す
。

地
域
介
護
・
福
祉
空
間

整
備
計
画

我
孫
子
市
は
今
年
5
月
、
県
内
で

最
初
に
「
地
域
介
護
・
福
祉
空
間
整

備
計
画
」
を
定
め
ま
し
た
。

こ
の
計
画
で
は
、
従
来
の
大
規
模

な
特
別
養
護
老
人
ホ
1
ム
の
整
備
か

ら
、
住
み
な
れ
た
地
域
で
安
心
し
て

暮
ら
し
て
い
く
た
め
の
地
域
密
着
型

サ
ー
ビ
ス
施
設
な
ど
の
整
備
に
転
換

し
ま
す
。
中
学
校
区
を
基
本
に
し
た

6
地
区
の
日
常
生
活
圏
域
に
、
次
の

よ
う
な
整
備
を
肝
年
ま
で
に
行
い
ま

す。

整
備
の
主
体
は
、
社
会
福
祉
法
人
、

N
P
O
法
人
、
株
式
会
社
な
ど
さ
ま

ざ
ま
で
す
。

。
小
規
模
特
別
警
護
老
人
ホ

i
ム

(
1
施
設
定
員
お
人
で
3
カ
所
、
釘

人
分
)
:
・
従
来
の
特
別
養
護
老
人
ホ

ー
ム
が
整
備
さ
れ
て
い
な
い
我
孫
子

南
・
我
孫
子
北
・
天
王
台
地
区
に
整

備
し
ま
す
。

。
認
知
症
対
応
型
グ
ル
ー
プ
ホ
l
ム

(
1
施
設
定
員
9
人
で
8
カ
所
、

η

人
分
)
:
・
認
知
症
の
あ
る
方
が
家
庭

的
な
雰
囲
気
の
な
か
で
、
少
人
数
で

生
活
す
る
居
住
施
設
で
す
。

各
地
区
に
1
カ
所
か
ら
2
カ
所
を

「
在
宅
」
か
「
施
設
」
か
を
こ
え
て

市

長

こ
れ
か
ら
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
は
、

「
在
宅
」
か
「
施
設
」
か
の
壇
根

を
無
く
し
、
地
域
の
中
に
さ
ま
ざ

ま
な
〈
住
ま
い
〉
を
用
意
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
住
み

な
れ
た
地
域
で
誰
も
が
安
心
し
て
、

自
分
ら
し
く
、
充
実
し
た
暮
ら
し

を
送
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
大

切
で
す
。
そ
の
た
め
、
市
は
3
年
間
で
、

中
学
校
区
ご
と
に
地
域
密
着
型
サ

福
喝
4

月ろ

ー
ピ
ス
を
整
備
し
ま
す
。
こ
れ
に

よ
り
、
全
国
で
課
題
に
な
っ
て
い

る
特
別
養
護
老
人
ホ
l
ム
の
待
機

問
題
へ
む
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
は
国
が

新
し
く
制
度
化
し
た
も
の
で
す
が
、

全
国
一
斉
に
ス
タ
ー
ト
す
る
わ
け

で
は
な
く
、
実
施
可
能
な
市
町
村

か
ら
始
め
て
い
く
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。
千
葉
県
内
で
は
我
孫
子

市
が
最
初
に
取
り
組
み
ま
す
。

整
備
し
ま
す
0

0
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
施
設

(
U
カ
所
)
;
在
宅
で
生
活
す
る
要

介
護
の
方
の
た
め
に
、
施
設
へ
の

「
通
い
」
、
「
泊
ま
り
」
、
施
設
か

ら
の
「
訪
問
」
の
サ
ー
ビ
ス
を
一
体

的
に
提
供
す
る
施
設
で
す
。

各
地
区
に
2
カ
所
か
ら
3
カ
所
を

整
備
し
ま
す
。

。
夜
間
対
応
型
訪
問
介
護
施
設

(
1

カ
所
)
:
・
夜
間
を
含
め
て
却
時
間
安

心
し
て
生
活
を
す
る
た
め
、
ホ
ー
ム

ヘ
ル
パ
ー
が
定
期
巡
回
し
た
り
、
要

請
に
応
じ
て
随
時
対
応
す
る
拠
点
で
、

全
市
対
象
の
施
設
で
す
。

。
介
護
予
防
の
た
め
の
拠
点
施
設

(
8
カ
所
)
:
・
要
介
護
状
態
と
な
ら

な
い
た
め
の
予
防
や
、
要
介
護
状
態

の
悪
化
を
予
防
す
る
た
め
の
拠
点
施

設
で
す
。
各
地
区
に
1
カ
所
か
ら
2

カ
所
を
整
備
し
ま
す
。

v特別養護老人ホームの待機者への対応イメージ図

特
別
養
護
老
人
ホ
l
ム

入
所
希
望
者
の
状
況

現
在
の
特
別
養
護
老
人
ホ
l
ム
入

所
者
は
、

2
8
1
人
で
す
。
こ
れ
に

対
し
入
所
希
望
者
は
、
今
年
6
月
1

日
現
在
、

3
6
8
入
の
方
が
待
機
さ

れ
て
い
ま
す
。

回
年
ロ
月
の
4
0
9
人
を
ピ
ー
ク

に
、
待
機
は
毎
年
減
少
し
て
い
る
も

の
の
、
早
急
な
対
応
が
必
要
で
す
。

要
介
護
度
別
の
数
は
、
左
衰
の
と
お

り
で
す
。
た
だ
し
、
こ
の
中
に
は
、
将
来
の

入
所
を
予
約
す
る
た
め
に
希
望
を
出

し
て
い
る
方
も
含
ま
れ
ま
す
。

こ
の
1
年
余
り
の
聞
で
、
実
際
に

特
別
養
護
老
人
ホ
1
ム
に
入
所
で
き

る
こ
と
に
な
っ
て
も
、
ま
だ
在
宅
介

護
が
可
能
と
し
て
辞
退
さ
れ
た
方
が

約
訂
%
あ
り
ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
、

予約を目的とした入所希望者と
中・軽度認定者で認知症のない方

新設
夜間対応型訪問介護

新設
小規模多様能型居宅介護

本
市
の
現
在
の
待
機
者
の
中
で
、
す

ぐ
に
入
所
を
必
要
と
さ
れ
て
い
る
方

は
2
3
0
人
程
度
と
推
計
さ
れ
ま
す
。

入
所
希
望
者
へ
の
対
応

小
規
模
特
別
養
護
老
人
ホ
l
ム
へ

の
入
所
は
、
重
度
認
定
者
(
要
介
護

5
・
要
介
護
4
)
を
優
先
し
ま
す
。

中
・
軽
度
認
定
者
(
要
介
護
3
1

要
介
護
1
)
で
、
認
知
症
の
あ
る
方

は
、
認
知
症
対
応
型
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
の
入
居
を
す
す
め
ま
す
。
そ
の
際
、

低
所
得
の
方
に
は
、
特
別
養
護
老
人

ホ
l
ム
入
所
と
同
等
の
負
担
で
入
居

で
き
る
よ
う
に
し
て
い
き
ま
す
。

在
宅
介
護
が
可
能
な
方
と
中
・
軽

度
認
定
者
で
認
知
症
の
な
い
方
は
、

小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
や
夜
間

対
応
型
訪
問
介
護
の
利
用
を
図
り
ま

す
。
(
イ
メ
ー
ジ
閣
参
照
)

こ
れ
に
よ
り
、
入
所
希
望
者
の
約

加
%
の
方
に
対
応
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。こ
れ
ら
に
加
え
て
、
多
様
な
住
ま

い
と
し
て
ケ
ア
ハ
ウ
ス
の
整
備
を
、

新
た
な
介
護
保
険
事
業
計
画
の
中
で

検
討
し
て
い
き
ま
す
。

圃
介
護
支
援
課
・
内
線
3
8
2

v表要介護度別待機者数
(6月1日現在)

要介護度 入所希望者数
要介護5 68人
要介護4 100人
要介護3 93人
要介護2 60人
要介護1 47人
合計 368人

アスベスト飛散防止のため

建物解体時の届町出を
新左に義務つ、け

市
で
は
、
建
築
物
解
体
時
の
ア

ス
ベ
ス
ト
の
飛
散
を
防
止
し
、
市

民
と
作
業
従
事
者
の
健
康
を
守
る

た
め
、
「
ア
ス
ベ
ス
ト
条
例
」
を

制
定
し
ま
し
た
。

市
内
に
は
、
ア
ス
ベ
ス
ト
を
取

り
扱
う
製
造
工
場
や
ア
ス
ベ
ス
ト

を
含
ん
だ
廃
棄
物
の
処
分
場
は
な

く
、
現
在
の
と
こ
ろ
、
ア
ス
ベ
ス

ト
を
原
因
と
す
る
健
康
被
害
の
報

告
は
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
一
般
の
建
築
物
の
屋

根
や
壁
な
ど
に
は
、
ア
ス
ベ
ス
ト

を
含
有
す
る
建
材
が
広
く
使
用
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
建
材
は
、

通
常
で
は
ア
ス
ベ
ス
ト
が
飛
散
す

る
心
配
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
解
体

す
る
際
に
は
、
飛
散
す
る
恐
れ
が

あ
り
ま
す
。

現
行
の
国
の
法
令
で
は
、
飛
散

性
の
高
い
吹
き
付
け
ア
ス
ベ
ス
ト

や
張
り
付
け
ア
ス
ベ
ス
ト
の
除
去

に
つ
い
て
は
、
国
や
県
へ
の
届
け

出
や
飛
散
防
止
措
置
を
義
務
づ
け

て
い
ま
す
が
、
ア
ス
ベ
ス
ト
含
有

建
材
を
使
用
す
る
建
築
物
の
解
体

に
つ
い
て
は
、
解
体
時
の
作
業
計

画
策
定
の
義
務
の
み
で
、
届
け
出

義
務
は
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
、
市
条
例
で
は
ロ
月

1
日
か
ら
、
ア
ス
ベ
ス
ト
含
有
建

材
を
使
用
す
る
建
築
物
を
解
体
す

る
場
合
、
新
た
に
市
へ
の
届
け
出

を
事
業
者
に
義
務
づ
け
、
市
が
必

要
な
指
導
や
勧
告
を
で
き
る
よ
う

に
し
ま
し
た
。

対
象
・
:
ア
ス
ベ
ス
ト
含
有
建
材
が

使
用
さ
れ
て
い
る
建
築
物
の
う
ち
、

建
設
リ
サ
イ
ク
ル
法
の
対
象
と
な

る
床
面
積
初
ぱ
以
上
の
建
築
物
の

解
体
工
事

届
け
出
の
時
期
と
内
容
・
・
・
工
事
開

始
の
7
目
前
ま
で
に
、
「
作
業
届

出
番
」
を
建
設
リ
サ
イ
ク
ル
法
の

届
け
出
に
併
せ
て
市
に
届
け
出

回
手
賀
沼
謀
・
内
線
5
6
9

も
av
ヲ
ャ
パ
シ
パ
l
ド
ぽ
一

，W
フ
エ
ス
テ
ィ
パ
凡
何
一

一
戦
後

ω
周

年

記

念

ぽ

一

一

平

間

事

業

時

一
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11月'白から
市民バスを毎日遅待
運行時間も延長

日
月
1
日
か
ら
市
民
パ
ス
「
新
木

ル
I
ト
」
の
運
行
経
路
と
時
刻
が
変

わ
り
ま
す
。

現
在
「
新
木
ル
1
ト
」
は
、
火
曜

日
か
ら
土
昭
日
ま
で
運
行
し
て
い
ま

す
が
、
日
月
1
日
か
ら
は
日
昭
日
と

月
曜
日
も
加
え
、
毎
日
遂
行
し
ま
す
。

運
行
時
間
も
、
午
前
7
時
か
ら
午
後

7
時
ま
で
延
長
し
、
通
勤
・
通
学
者

も
利
用
し
や
す
い
よ
う
、
成
回
線
の

時
刻
に
合
わ
せ
ま
す
。

市民パスの建都は

fあびパスjに
決定

な
お
、
下
水
道
工
事
の
た
め
、
日

月
1
日
か
ら
、
一
部
を
暫
定
ル
1
ト

で
遂
行
を
開
始
し
、
侃
年
3
月
か
ら

は
本
来
の
経
路
(
新
ル
1
ト
)
で
遂

行
し
ま
す
。
暫
定
ル
1
ト
は
、
午
前

と
午
後
で
新
木
野
地
区
の
経
路
が
変

わ
り
ま
す
。

※
何
年
1
月
日
日
か
ら
は
、
新
し
い

デ
ザ
イ
ン
の
パ
ス
(
左
写
真
参
照
)

に
変
わ
り
ま
す
。

新
ル

l
ト
の
概
要

運
行
経
路
「
湖
北
駅
南
口
1
吾
襲

台
S
新
木
駅
南
口

1
郵
便
局
5
み
ず

き
作
業
所
5
新
木
野
地
区

S
新
木
駅

南
口
1
吾
喪
台
j
湖
北
駅
南
口
問
」

を
循
環
(
下
図
参
照
)

停
留
所
数
約
2
5
0
m
お
き
に
お

カ
所
(
暫
定
ル
l
ト
は
お
カ
所
)

所
要
時
間

1
循
環
回
分

運
行
本
数

1
目
印
使

※
市
民
パ
ス

「
新
木
ル
1
ト
」
の
経

路
や
時
刻
な
ど
は
、
交
通
整
備
課
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

つ
つ
じ
荘
送
迎
パ
ス
も
変
更

市
民
パ
ス
「
新
木
ル
1
ト
」
の
運

行
経
路
の
変
更
に
合
わ
せ
、
つ
つ
じ

荘
の
送
迎
パ
ス
の
経
路
も
変
わ
り
ま

す。
詳
細
は
、

日
月
1
日
号
の
広
報
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

回
交
通
整
備
課
・
内
線
2
9
7

娘道我孫子 ・利根線

a
h
1
 

・

ル

定

叶

本

奮

ル

所

所

定

留

留

密

停

停一0
0
※新木野地区の下水道工毒事の

ため、20(浴年2月末まで運
行経路を変更します。

園田 . ，本ルート

2006年1月から運行開始を予定している、市民

パスの愛称が決まりました。

6月1日号の広報で愛称を募集したところ、 77名、

144件の応募がありました。たくさんのご応募あり

がとうございました。

愛称は、我孫子市が連想でき、呼びやすく覚えや

すい、親しみがもてるなどの理由から、伊藤昌幸さ

ん、太田秀子さん、舟倉明香さんが命名した「あぴ

パス」を選定しました。

決定した愛称「あぴパスJは、現在運行している
「新木ルートJと、 06年1月から運行開始を予定し
ている「栄-並木jレートJと「船戸・台田jレートJ
の共通の愛称として使用されます。市民パスの車体

には、デザインとして iABIBUSJとアルファペッ
トで表記します。

我がまちのパスとして「あぴパスJを是非ご利用
ください。

圏 実通整備課・内線297

やすらぎの進

「
待
機
児
童
ゼ
ロ
」

保
育
園
に
必
ず
入
国
で
き
ま
す
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申
し
込
み
は
竹
月
1
日
か
ら

• 若草幼稚題

来
年
4
月
か
ら
保
育
園
へ
の
入
国

を
希
望
さ
れ
る
方
の
申
し
込
み
を
、

日
月
1
日

ωか
ら
受
け
付
け
ま
す
。

申
し
込
み
は
、
で
き
る
だ
け
日
月
初

日
制
ま
で
に
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
入
国
の
申
し
込
み
は
そ
の

後
も
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

4
月
入
国
の
決
定
は
3
月
中
旬
で

す
。
保
育
園
に
は
必
ず
入
国
で
き
ま

す
が
、
定
員
の
関
係
で
第
1
希
望
の

保
育
園
に
入
国
で
き
な
い
場
合
も
あ

り
ま
す
。

。
普

通

保

育

対
象
保
護
者
が
次
の
①
か
ら
⑤
の

い
ず
れ
か
に
該
当
し
、
家
庭
で
の
保

育
が
困
難
な
生
後
6
カ
月
か
ら
5
歳

ま
で
の
お
子
さ
ん
(
来
年
4
月
1
日

企2006年1月10日から運行される新車両

本品
目
ん園稚幼

市
内
の
学
校
法
人
立
幼
稚
園
(
左

表
参
照
)
で
は
、
何
年
4
月
に
入
国

募集

同 .，1l'. ，1{(;-沼 L

7184・1313

7185-0415 

7188-2026 

話電

V市内学技法人立幼稚園

地

白山2・7・5

緑2・3・1

中里 515

在所幼稚園名

草

めばえ

ひかり

若

に
対
象
年
齢
に
達
す
る
場
合
も
可
)

①
昼
間
に
仕
事
(
常
勤
・
パ

l
ト、

自
営
な
ど
)
を
持
ち
、

1
日
4
時
間

以
上
、
月
平
均
時
日
以
上
働
い
て
い

る
②
妊
娠
中
ま
た
は
出
産
後
聞

が
な
い
③
病
気
ま
た
は
身
体
に

障
害
を
持
っ
て
い
る
④
長
期
に

わ
た
っ
て
病
人
を
看
護
し
て
い
る

⑤
災
害
の
復
旧
に
あ
た
っ
て
い
る

⑤
や
む
を
得
な
い
事
情
で
子
ど
も

の
保
育
が
で
き
な
い

。

産

休

明

け

保

育

実
施
園
緑
、
寿
、
湖
北
台
、
恵

愛
、
慈
紘
の
各
国

対
象
保
護
者
が
①
か
ら
⑤
に
該

当
す
る
生
後
町
日
以
上
の
乳
児

。

障

害

児

保

育

を
希
望
す
る
園
児
を
募
集
し
ま
す
。

入
国
案
内
書
の
配
布
入
国
案
内
書

は
、
日
月
日
日
出
か
ら
各
幼
稚
園
で

配
布
し
て
い
ま
す
。

入
国
・
検
塞
T
続

き

日

月
1
日
例

以
降
に
出
願
手
続
き
を
行
い
、
各
幼

稚
園
の
案
内
に
従
っ
て
検
定
を
受
け

て
く
だ
さ
い
。

圃
直
接
各
幼
稚
園
へ

湖北台8・10同27188・1001

7189・1608

7184・4804

つくしのつくし野6・23・107184・3200

7188・2211

7185-1371 久寺家479・1

湖北白ばら中峠村下1・2

布佐1275

エーデル泉24・32

湖北台

だ

二階堂

わ

実
施
圏
全
園

対
象
保
護
者
が
①
か
ら
⑤
に
該
当

す
る
集
団
保
育
が
可
能
な
心
身
障
害

児
。
対
象
年
齢
は
普
通
保
育
と
同
じ
。

申
し
込
み
入
国
申
込
書

(
保
育
謀
、

各
保
育
聞
に
用
意
)
に
必
要
事
項
を

明
記
し
、
市
立
保
育
聞
は
保
育
課
へ
、

私
立
保
育
園
は
各
保
育
園
へ

(
仮
称
)
川
村
学
園
女
子
大
学
附
属

保
育
園
が
、
回
年
4
月
に
開
園
予
定

定
員

ω人
(
一
時
保
育
を
実
施
)

臨
時
保
育
士
を
募
集

勤
務
条
件
な
ど
詳
し
く
は
、
保
育

課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

圃
保
育
課
・
内
線
3
2
2

v市立・私立保育園一覧
保育園名 所在地 電話

緑緑1・6・2 7182・1059

寿寿1-13・11 7182・9552

湖北台湖北台3・1・16 7188・2405

東あぴこ 東我孫子1.5・227183・3165

根 戸根戸967・2 7182・5572

並 木並木5・2・19 7184・3983

つくし野 つくし野4・17・27184・8822

湖 北中綜1423 7188イ059

布佐宝布佐2318 7189・2744

恵 愛湖北台8・17・9 7188-7771 

慈 紘湖北台3・13-137188-0874 

双 葉新木野1・2・28 7188・0665

柏 鳳中綜台30-9 7188・3338

天王台双葉柴崎182・16 7185・0555

(恒称)111村学園
下ヶ戸997・2

女子大学問属

7189-0231 布佐 1849布佐台

市

立

私

立

来
年
小
学
校
ヘ
入
学
す
る
お
予
さ
ん
の

健

康

診

断

を

実

施

来
年
4
月
に
小
学
校
へ
入
学
予
定

の
お
子
さ
ん
(
平
成
日
年
4
月
2
日

か
ら
ロ
年
4
月
1
日
生
ま
れ
)
を
対

象
に
、
「
就
学
予
定
児
童
健
康
診

断
」
を
行
い
ま
す
。

当
日
は
、
自
分
で
脱
ぎ
潜
が
で
き

る
服
装
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
程
・
場
所
左
表
参
照

受
付
時
間
各
校
と
も
午
後
1
時
か

ら
1
時
却
分

回
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課
8
7

1
8
5
・
1
2
6
7

V就学予定児童健康診断の日程

日程学校名

11月1日ω新木小学校
11月2日附我孫子第一小学校

11月7日(月)我孫子第四小学校

11月8日ω並木小学校
11月9日閥布佐南小学校

湖北台西小学校
11月10日同

高野山小学校

11月11日幽根戸小学校

我孫子第三小学校
11月15日ω

湖北小学校

我孫子第二小学校
11月16日附

湖北台東小学校

11月25日幽布佐小学校 7183-0111 

市役所の電話番号ft7185-1111 市役所のホームページアドレス http://www.city.abiko.chiba.jp。は「あびこ楽校jの事業です。
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打
月
5
日

6
日
に
市
内
各
会
場
で
開
催

初
分
、
ア
ピ
ス
タ

• 

日
本
最
大
の
鳥
の
祭
典
「
ジ
ャ
パ
ン
パ

1
ド
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
2
0
0
5
」
が
、

刊
月
5
日
出

・
6
日
側
に

ア
ビ
ス
夕
、
手
賀
沼
公
園
、
手
賀
沼
親
水
広
場
、
水
の
館
、
鳥
の
博
物
館
な
ど
を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
す
。
「
人

と
鳥
の
共
存
を
め
ざ
し
て
」
を
テ
l
マ
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
て
自
然
環
境
の
大
切
さ
を
ア
ピ
ー

ル
し
ま
す
。
な
お
、
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
詳
細
は
、
次
号
の
広
報
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

-・-
嘩lも麗隼の置き九の
健康.，<りを廊援

.. 
亀，怠

健康サポートクラブ
(健康生活コーデイネート事業)

打
月
5
日
出
の
イ
ベ
ン
ト

。
特
別
講
演
「
日
本
の
鳥
、
ア
ジ
ア

の
烏
に
明
日
を
作
ろ
う
1
「
環
境
保

護
、
激
動
の
初
年
』
か
ら
」
市
田
則

孝
さ
ん
(
パ

l
ド
ラ
イ
ブ
ア
ジ
ア
代

表
)
:
・
午
前
日
時
初
分
、
ア
ピ
ス
タ

O
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「お
米
と
コ
ー
ヒ

ー
で
、
野
鳥
保
護
1
人
と
野
鳥
に
や

さ
し
い
農
業
、
ア
メ
リ
カ
と
日
本
」

ロ
パ

l
ト・

A
・
ラ
イ
ス
さ
ん
(
ス

ミ
ソ
ニ
ア
ン
協
会
渡
り
鳥
セ
ン
タ
ー

研
究
員
)
、
柳
生
博
さ
ん
(
例
日
本

野
鳥
の
会
会
長
)
、
樋
口
公
平
さ
ん

(
三
翠
会
湘
南
タ
ゲ
リ
米
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
リ
ー
ダ
ー
)
ほ
か
:
午
後
3
時、

我
孫
子
高
校

。
烏
学
講
座

「恐
竜
の
進
化
と
鳥
類

の
起
源
」
真
鍋
真
さ
ん
(
国
立
科
学

博
物
館
主
任
研
究
員
)
:
・
午
後
1
時

市
で
は
、
中
高
年
・の
方
の
た
め
の
健
康
つ
く
り
教
室
「
健
康
サ
ポ
ー

ト
ク
ラ
ブ
」
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。
一
人
ひ
と
り
に
合
っ
た
運

動
や
栄
華
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の
健
康
プ
ラ
ン
を
l
Tを
活
用
し
て

提
供
し
、
プ
ラ
ン
の
実
践
を
健
康
生
活
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
お
手

伝
い
す
る
県
の
モ
デ
ル
穆
業
で
す
。
ま
た
、
健
蔵
サ
ポ
ー
ト
ク
ラ
ブ

の
実
施
に
合
わ
せ
、
健
康
づ
く
り
に
つ
い
て
の
講
演
会
を
行
い
ま
す
。

日
程
ロ
月
7
日
か
ら
2
0
0
7
年

2
月
ま
で
の
原
則
毎
週
水
曜
日
(
月

4
回
程
度
で
全
日
回
)

健康サポートクラブのコース (時間)
①午前 ②制量1③午後2@夕方 ⑤夜
10:00 13:00 14:30 16:00 18:30 

~ ~ ~ ~ ~ 
11 :30 14:30 16:00 17:30 20:00 

v表2 観明会・ メデイカルチェックと体力テスト
内容説明会・メディカルチェック 体力テスト

11月13日(同 @11月23日制
@9:00~11:009:00~12:00 
@10:00-12:00 
@13:00~15:oo@12月4日(日)
⑮14 : OO -16 : OO 9 : 00 -12 : 00 

V表1
コース

時間

日時

コ
ー
ス
と
時
間
表
1
参
照

場
所
保
健
セ
ン
タ
ー
(
来
年
5
月

か
ら
は
我
孫
子
駅
周
辺
施
設
)

内
容
①
エ
ア
ロ
バ
イ
ク

(
固
定
式
自
転
車
)
や
ス
ト

レ
ッ
チ
、
筋
肉
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
な
ど
の
運
動
プ
ロ
グ
ラ
ム

②
食
事
チ
ェ
ッ
ク
シ
1
ト
を

使
っ
た
栄
養
指
導
③
健
康

や
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
な
ど
に

つ
い
て
の
相
談

対
象

・
定
昼
間
市
内
在
住
・

在
勤
の
紛
歳
以
上
の
方
、
各

コ
l
ス
却
人
(
応
募
者
名
薮

の
場
合
は
抽
選
)

参
加
費
月
額
1
2
5
0円

(
シ
ス
テ
ム
使
用
料
。
初
回

は
4
カ
月
分
を
徴
収
)

刊
月
6
日
側
の
イ
ベ
ン
ト

。
子
ど
も
・
烏
と
環
境
学
会
(
小
・

中
学
生
に
よ
る
鳥
に
つ
い
て
の
研
究

発
表
)
:
・
午
前
日
時
、
ア
ピ
ス
タ

@
特
別
講
演
「
森
と
湖
の
固
フ
ィ
ン

ラ
ン
ド
の
フ
ク
ロ
ウ
た
ち
」
ハ
リ
・

タ
l
ペ
ッ
テ
イ
さ
ん
(
フ
イ
ン
ネ
イ

チ
ャ
1
社
)
;
午
後
1
時
部
分
、
ァ

ビ
ス
タ
両
日
開
催
の
イ
ベ
ン
ト

時
間
口
月
5
日
倒
・:
午
前
9
時
加

分
か
ら
午
後
4
時
泊
分
、
日
月
6
日

「説
明
会

・
メ
デ
ィ
カ
ル

チ
ェ
ッ
ク
」
「
体

力
テ
ス
ト
」

申
し
込
み
を
し
た
方
に
は
、
「
説

明
会
・
メ
デ
ィ
カ
ル
チ
ェ
ッ
ク
(
運

動
可
否
判
定
こ
と

「体
力
テ
ス
ト
」

を
事
前
に
各
1
回
必
ず
受
け
て
い
た

だ
き
ま
す
。

メ
デ
ィ
カ
ル
チ
ェ
ッ
ク
で
、

「
運

動
不
可
」
と
判
定
さ
れ
た
場
合
は
、

当
教
室
に
参
加
で
き
ま
せ
ん
。

治
療
中
の
病
気
な
ど
で
、
参
加
に

不
安
が
あ
る
方
は
、
事
前
に
主
治
医

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日

時

表

2
参
照

場
所
保
健
セ
ン
タ
ー

必
要
書
類

1
年
以
内
に
受
け
た
生

活
習
慣
病
健
診
や
人
間
ド
ッ
ク
、
職

場
な
ど
で
の
健
診
結
果

※
必
要
舎
類
が
な
い
方
は
、
メ
デ
ィ

カ
ル
チ
ェ
ッ
ク
実
施
日
ま
で
に
各
自

で
健
診
を
必
ず
受
け
て
く
だ
さ
い
。

※
次
の
方
は
当
教
室
に
は
参
加
で
き

ま
せ
ん
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

*
介
護
保
険
の
要
介
護
・
要
支
援
の

方
*
糖
尿
病
の
合
併
症
や
心
臓
病
、

側
・
・
・
午
前
9
時
却
分
か
ら
午
後
3
時

‘
ァ
.ビ
ス
タ

。
ワ
イ
ル
ド
ラ
イ
フ
ア
I
ト
作
品
展

(
鳥
を
テ
1
マ
に
し
た
絵
画
を
展
示
)

@
パ

1
ド
カ
I
ピ
ン
グ
と
映
像
で
や

す
ら
ぎ
空
聞
を
日
(
貴
重
な
野
鳥
の

映
像
を
上
映
、
バ
ー
ド
カ
1
ピ
ン
グ

作
品
展
示
、
タ
ッ
チ
・
カ
l
ピ
ン
グ
)

。
キ
ツ
ズ
・
ネ
ス
ト
(
子
ど
も
広
場
)

O
市
内
小
・
中
学
校
科
学
作
品
展
(
烏

や
手
資
沼
な
ど
の
作
品
を
展
示
)

d

司
手
賀
沼
公
園

。
ヨ
ッ
ト
体
験
試
乗
会
(
ア
ク
セ
ス

デ
イ
ン
平
1
ヨ
ッ
ト
の
体
験
試
乗
)

O
N
P
0
・
学
生
パ
ネ
ル
展
示
(
参

加
団
体
の
活
動
紹
介
)

。
海
外
の
パ

1
ド
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

情
報
(
各
地
の
開
催
状
況
を
紹
介
)

O
望
遠
鏡
・
双
眼
鏡
の
展
示
販
売

‘
手
賀
沼
親
水
広
場

野通事司'

寝厄きり!乙ならない
傭力ゴ〈りの秘訣

。
船
上
パ

1
ド
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ
(
船

に
乗
っ
て
手
賀
沼
の
野
鳥
を
観
渠
)

O
手
賀
沼
湖
畔
パ

1
ド
ウ
オ
ッ
チ
ン

グ
(
噴
水
前
で
野
鳥
を
観
察
)

。
農
産
物
や
烏
関
連
商
品
の
販
売

‘
水
の
館

。
パ
1
ド
カ
1
ピ
ン
グ
コ
ン
ク
ー
ル

作
品
展
(
烏
の
木
彫
作
品
を
展
示
)

‘
鳥
の
博
物
館

。
企
画
展
「
友
の
会
展
」

※
日
月
5
日・

6
日
は
入
館
無
料
。

関

連

イ

ベ

ノ

。
J
B
F
2
0
0
5
庖
頭
ポ
ス
タ
ー

展
(
小
学
生
が
描
い
た
ポ
ス
タ
ー
を

我
孫
子
・
天
王
台
地
区
叩
商
庖
会
の

庖
頭
に
展
示
)
:
・9
月
下
旬
か
ら

阻
ジ
ャ
パ
ン
パ

1
ド
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
実
行
委
員
会
事
務
局
(
市
企
画

調
整
担
当
内
)
・
内
線
2
7
3

日時 10月30日(日午後1

時30分から3時

場所中央学院大学30周

年記念講堂(駐車場あり)

講師久野譜也さん(筑波

大学大学院助教授)

定員当日先着250人

申し込み不要

主催千葉県、我頚子市

国 保健センターft7185・1126

重
度
不
整
脈
)
ぷ
脳
血
管
障
害
な
ど
の

疾
病
、
腰
や
膝
の
障
害
、
未
治
療
の

高
血
圧
や
不
整
脈
な
ど
で
、
運
動
に

よ
り
健
康
に
問
題
が
生
じ
る
恐
れ
の

あ
る
方

申
込
み

往
復
ハ
ガ
キ
ま
た
は
E
メ

ー
ル
で
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
電
話
脅
す
、
希
望
コ

l
ス
(
①

か
ら
⑤
・
第
3
希
望
ま
で
)
、
説
明

会
と
メ
デ
ィ
カ
ル
チ
ェ
ッ
ク
参
加
日

(
@
か
ら
⑤
・
第
3
希
望
ま
で
)
、
体

力
テ
ス
ト
参
加
日
(
③
ま
た
は
⑤
)
、

講
演
会
参
加
の
有
無
を
明
記
し
、
日

月
7
日
必
着
で
〒
2
7
0
1
1
1
3

2
湖
北
台
1
の
ロ
の
時
保
健
セ
ン
タ

ー

E
メ
1
ル

woロ
w
o
z
@巳
3
、.

ω
E
W
0・
nEσ
釦
・
』
匂
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。
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ト

ク~~J~ーシフ工ス少200.5&家具バザー台所の生ごみ!こもうひと工夫!

内容 フリーマーケット模擾居、ふれあい工

房家具バザー、施設見学、パネル展示、浄化槽

相談、生ごみの肥料を使用した花の寄せ植え体

験(有料)ほか

※家異バザーの開催は午前10時から11問、

家異抽選会は11時15分です。

主催我孫子市

圏クリーンセンターft7187・0015

V無料パス

出発場所 出 発時間
天王台駅北口 9 :30、11: 00、12:30
湖北駅北口 10:15、11: 45、13:45 

市では、リサイクルの流れや廃棄物処理の実

状に触れながら、生活から排出されるごみにつ

いて共に考え、ごみの減量と再資源化を進める

ため、クリーンフェスタ2005を開催します。

今年のテーマは、ごみの「発生抑制J。市民
事業者・市が協働で「発生抑制Jに取り組み、
ごみの減量をめざします。ふれあい工房家具バ

ザーも開催します。

日時 10月30日日午前10暗から午後3時

(荒天の場合は11FJ 6日間に延期)
場所 クリーンセンター(入場無料)

※当日は無料パスを運行します。(右表参照)

生ごみ処理機なとを市復所1211示
市全体では年間約4800トンの減量

になります。
tい

市では、機械式生ごみ処理機と誰

品化容器を購入する方に補助金を斐

付しています。詳しくは、クリーン

センターへお問い合わせください。

日時 10月17日明)から11月14日

明)午前8時30分から午後5時

場所市役所市民ホーjレ(本庁1階)

圏クリーンセンター念7187-0015

生ごみ処理機やぼかし容器、コン
ポスト容器を市役所の市民ホーjレに

展示します。

生ごみの減量には、家庭用の生ご

み処理機を用いた一般家庭での取り
組みが大蛮重要です。

生ごみ処理機を使用すると、生ご

みの容積は7分の1から9分の1に

なります。市民の皆さんカ勺とり1

日100グラムのごみを減らすと、

ζ剰楠《記εぃ 災害専用電話(台風や大雨で災害が発生したとき)ft7185-1743 防災行政無線放送テレホンサービス(放送内容を確認したいとき)含0120-031676
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シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

今
、
自
治
体
は
、
地
方
分
権
の
本

格
化
に
よ
っ
て
「
地
域
の
こ
と
は
地

域
で
考
え
決
定
す
る
」
と
い
う
自
立

し
た
ま
ち
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。市
で
は
、
こ
う
し
た
地
方
分
権
の

-・司，tit 

ま
ち
の
憲
法
制
定
に
向
け
て

3
自
治
基
本
条
例
つ

動
き
の
中
、
自
治
の
基
本
的
な
ル
ー

ル
を
定
め
る
こ
と
を
目
的
に
、
今
年

1
月
に
我
孫
子
市
自
治
基
本
条
例
を

考
え
る
懇
談
会
(
公
募
市
民
5
人、

市
民
団
体
の
代
表
5
入
、
学
識
経
験

者
5
人
で
構
成
)
を
発
足
し
、
我
孫

子
市
で
の
自
治
基
本
条
例
の
あ
り
方
、

条
例
に
盛
り
込
む
項
目
や
条
例
案
の

作
成
方
法
な
ど
に
つ
い
て
検
討
し
て

き
ま
し
た
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
懇
談
会
が

ま
と
め
た
「
自
治
基
本
条
例
に
関
す

る
提
言
」
(
下
記
参
照
)
を
市
民
の

皆
さ
ん
に
報
告
す
る
と
と
も
に
、
皆

さ
ん
と
一
緒
に
本
市
が
め
ざ
す
市
民

自
治
の
し
く
み
を
考
え
る
も
の
で
す
。

我
孫
子
駅
北
口
周
辺
を
住
居
表
示
す
る
た
め

町
の
区
織
と
名
総
案
を
公
示

怠第1151号

市
で
は
、
我
孫
子
駅
北
口
周
辺
の

住
居
表
示
を
実
施
す
る
た
め
、

m月

口
日
「
大
字
我
孫
子
と
大
字
根
戸
」

地
区
の
一
部
(
約

ωヘ
ク
タ
ー
ル
)

の
区
域
を
「
我
孫
子
一
丁
目
か
ら
我

孫
子
四
丁
目
」
に
変
更
す
る
案
を
公

示
し
ま
す
。

こ
の
地
域
は
、
土
地
の
分
筆
や
合

筆
に
よ
り
地
番
が
複
雑
で
、
地
番
か

ら
目
的
地
を
探
す
の
が
非
常
に
大
変

な
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
問
題
を
解
消
す
る
た
め
、
住

居
表
示
事
業
を
実
施
し
、
住
所
を
順

番
に
並
べ
分
か
り
ゃ
す
く
し
ま
す
。

な
お
、
町
の
境
界
な
ど
を
示
し
た

図
面
は
、
市
役
所
本
庁
、
我
孫
子
駅

前
行
政
連
絡
所
、
市
民
プ
ラ
ザ
な
ど

に
掲
示
し
ま
す
。
ま
た
、
市
の
ホ
1

ム
ペ

1
ジ
で
も
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

異
議
の
あ
る
方
は

変
更
の
請
求
が
で
き
ま
す

こ
の
公
示
さ
れ
た
案
に
係
る
町
の

区
域
内
に
住
所
を
有
す
る
方
で
、
市

議
会
の
議
員
と
市
長
の
選
挙
権
を
有

す
る
方
は
市
長
に
対
し
、
変
更
の
請

求
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

。
請
求
で
き
る
期
間
・
:
日
月
四
日

ω

か
ら
日
月
日
日
嗣

。
変
更
の
請
求
方
法
・
・

-m人
以
上
の

連
署
(
全
員
の
住
所
、
氏
名
、
生
年

月
日
、
押
印
)
を
持
参
し
、
変
更
の

甜
菜
内
空
そ
の
理
由
議
ね
1
0

0
0
字
程
度
、
図
面
を
加
え
る
こ
と

も
で
き
ま
す
)
を
提
出

※
請
求
舎
の
提
出
+
門
誌
な
ど
詳
し
く

は
、
市
民
謀
・
内
線
2
1
8
へ。

て
な
ん
だ
ろ
う

3

日
時
叩
月
お
日
制
午
後
1
時
か
ら

4
時
却
分

場
所
ア
ピ
ス
タ
(
参
茄
無
料
)

内

容

テ

1
マ
「
ま
ち
の
憲
法
制
定

に
向
け
て
S
自
治
基
本
条
例
つ
て
な

ん
だ
ろ
う
j
」
、
パ
ネ
リ
ス
ト
・
報

告
者
:
・
懇
談
会
委
員
(
凶
人
)
、
福

嶋
市
長
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
1
:
・岩

崎
恭
典
さ
ん
(
懇
談
会
座
長
、
四
日

市
大
学
教
授
)

定
員
当
日
先
着
1
0
0
人

申
し
込
み
不
要
(
直
接
会
場
へ
)

主
催
我
孫
子
市

圃
企
画
調
整
担
当
宮
7
1
8
5
・

1
4
2
6
 

一

子

一

一
曇
同

一

一一一言

一

一
規
拠

一

一
の

一

一
P

つ
一

-

‘‘.

一

-
a
u
-

-
会
A

一

;

!

一

:

一

-

・
宮
・
四
回

一

一
線
山

一
。地方分権の進展や、市、市民団体、 NP

Oなどの多様な主体が協働して議る新しい

公共空間の形成などに対応するため、市民

一人ひとりがまちづくりの課題を解決して

いく主体であることや、議会・市長の二元

代表制度を通じて市民の意思を市政に反映

できるしくみや制度を創ることを基本に定

めることカ加要

。自治の主体としての市民の権利と責任や、

議会・市長(行政)の役割と責任を明らか

にする

。市民自治を推進する施策や制度として、

市民との情報共有の推進、市民参加-意見

表明の機会充実、市民活動・市民事業の推

進などを盛り込む

。条例案作成の方法では、より多くの市民

に条例案づくりに参加してもらうために、

市政ふれあい懇談会の筒憧、条例案策定組

織の結成、フォーラムの開催、ニュースレ

ターの発行など、多様な意見受換の場を設

け、情報提供の方法を工夫する

コミ江ニaティビジネス
起業講座受講生を募集

自
分
の
関
心
の
あ
る
こ
と
を
発
見

し
た
り
、
地
域
の
方
々
と
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
作
っ
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ビ
ジ
ネ
ス
で
起
業
す
る
方
法
を
学
ぶ

講
座
を
開
催
し
ま
す
。

「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
」
は
、

「
こ
ん
な
サ
ー
ビ
ス
が
あ
っ
た
ら
み

ん
な
が
も
っ
と
快
適
に
我
孫
子
で
暮

ら
せ
る
の
に
」
「
こ
ん
な
物
が
あ
れ

ば
手
賀
沼
を
汚
さ
な
い
で
す
む
の

に
」
な
ど
の
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
身

の
回
り
の
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
、

住
民
自
ら
が
地
域
に
必
要
な
サ
ー
ビ

ス
や
物
を
ビ
ジ
ネ
ス
の
手
法
を
用
い

て
提
供
す
る
事
業
で
す
。

「
地
域
の
困
っ
た
」
を
解
決
す
る

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
を
始
め
て

み
ま
せ
ん
か
。

日
時
日
月
四
日
か
ら
ロ
月
げ
日
の

毎
週
土
曜
日
午
後
1
時
か
ら
5
時

場
所
市
役
所
庁
舎
分
館

内
容
下
表
参
照

客
員
初
人
(
応
募
者
多
数
の
場
合

は
抽
選
)

多
加
費

3
0
0
0
円
(
全
5
回
分
、

資
料
、
究
流
会
費
)

申
し
込
み

・
圃
電
話
、
フ
ァ
ク
ス
、

E
メ
1
ル
の
い
ず
れ
か
で
叩
月
白
日

ま
で
に
住
所
、
氏
名
、
電
話
、

E
メ

ー
ル
ア
ド
レ
ス
(
あ
れ
ば
)
を
明
示

し
市
民
活
動
支
援
課
宮
7
1
8
5
・

1
4
6
7
m
7
1
8
5
・
5
7
7
7

E
メ

l
ル凹

E
5
5
w釦
付
加
己
仏

O
C

@
巳
ミ
・

ωσ
持
0
・n
E
σ
ω
・
5
へ

法によらない任意接種の自己負担を助成金で軽減

高齢者のインフルエンザ予防接種
高齢者 (65歳以上)のインフルエンザ予防接種は、来年1月31日まで700円(生活

保護世帯の方は「休日・複間等医療受給証Jの提示により無料)の自己負担で受けるこ
とができます(保険証など住所-生年月日カ曜認できるものカ加要)。

しかし、疾病などにより本人の接種希望の意思確認が難しい場合は、法によらない任

意接種となり、全額自己負担になります。

そこで市では、意思確認のできない高齢者が家族などの責任で、この任意接種を受け

た場合の負担を軽減するため、助成金を吏付します。

対象次の似Bに該当する市内に住所を有する方を扶養または介護している方(ただし、
保健福祉施設等の関係者を除く)で似号の方へのインフルエンザ予防接種費用(予防接

種料と接種見合わせ時の予診料)を負担した方

①65歳以上 (65歳の誕生日前日から有効)で、予防接種希望の意思確認ができない方

①60鵡以上65蟻未満で心臓、じん臓もしくは呼吸器の障害により日常の生活が極度に

制限される方、またはヒ卜免疫不全ウイルスによる重度の免疫の機能障害を有する方で、

予防接種希望の急噂確認ができない方

副成額予防接種に要した費用から700円を控除した額(ただし4180円を隈度に1目。

また、予診のみの場合は1固あたり2875円を隈度に助成)

対象期間 2005年10月1日から2006年1月31日

申請方法申請書と病院の「接種済証明書及び予診料調書J
(いずれも保健センターに用意)を保健センターに提出

申請期限 2006年2月28日

国保健センター1')7185-1126 

講師
細内信孝さん(コミュニティ・ビジネス・
ネットワーク理事長)
①亀野陽太郎さん (NPO法人ニッポン
ランナーズクラブマネージャー)
@木田典子さん(一粒の麦代表)
喜岡幸司さん(中小企業診断士)
市内のコミュニティビジネス実践5団体
関本征四郎さん(中小企業診断協会東
京支部理事)
永沢映さん (NPO法人コミュニティビ
ジネスサポートセンター代表理事)
本田和盛さん (NPO法人ひと・もの・
まちづくり柏理事長)

..." 

台

。コミュニティビジネスとは
0地焼課題と起業チャンス
O先進事例発表似B

内

V起業講座の内容

日 程

11月19日

11月26日

関本征四郎さん(中小企業診断協会東
京支部理事)
市内のコミュニティビジネス実践5団体

木川敏子さん(行政書士)
喜岡幸司さん(中小企業診断士)

12月3日

12月10日

12月17日

専
門
の
先
生
の
講
義
を
受
け
て
み
ま
せ
ん
か

市
民
大
学
開
放
講
座

日
程

・
内
容

下
表
参
照

※
ロ
月
3
日
出
は
、
午
後
1
時
却
分

か
ら
4
時
mw
分。

場
所
川
村
学
園
女
子
大
学

対
象
・
定
員
市
内
在
住
・
在
勤
の

方
、
各
コ

1
ス

ω人
(
複
数
コ
1
ス

2桑
可
。
応
募
者
多
数
時
抽
選
)

受
講
料
無
料

申
し
込
み
・
阻
ハ
ガ
キ
に
「
市
民

大
学
開
放
講
座
」
、
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
電
話
番
号
、
希
望
講
座
名

(
複
数
可
)
を
明
記
し
、
日
月
白
日

必
着
で
一
T
2
7
o
l
-
-
4
7
若
松

山

m
の
4
我
孫
子
地
区
公
民
館
宮
7
1

8
2
・
0
5
1
1
へ

※
託
児

(
2歳
以
上
就
学
前
)
を
希

望
す
る
方
は
、
「
託
児
希
望
」
と
記

載
し
て
く
だ
さ
い
。

。我孫子市のコミュニティビジネス支援状混
Oコミュニティビジネスの事例とヒント
0地蛾実践者による事例紹介
。地域への想い(ワークショップ)
O地焼とのコミュニケE ション術
。キャリアカウンセラ自によるワークシ
ョップ(自己の棚卸しとキャリアの活か
し方)
。事業形態と新会社法
。ビジネスプランの立て方
Oビジネスプランの作成(ワークショップ)
Oビジネスプランの発表とアドバイス
(ワークショップ)
。交法会(地媛ネットワ自ク作り)

講座 名 講師 名(川村学園女子大朝
①子育て支援とは何か? 教育学部幼児教育学科野尻裕子
②子育て感の変遷 教育学部幼児教育学科栗原泰子

①家族旅行の効用 人間文化学部観光文化学哨劃11 洋
①食育と家族 人敵僻都生活刻昨科永嶋久美子
①子育て支援と I~ 誰への支援か 文学部心理学科大熊保彦
②ひきこもりと家族の対応文学部心理科ヰ襲下成子

12月3自国 シンポジウム1鮪現場Eおける子育て捌 こども学研究所
※各講座の時間~、①，~午後 1 時30 分から 3時、@は3時 10 分から 4時 40 分です。

程

11月12自国

11月26日出

11月19日同

日

市役所の電話番号ft7185-1111 市役所のホームページアドレス http://www.city.abiko.chiba.jp。は「あぴこ楽校jの事業です。
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形
め
ぐ
み
さ
ん
(
フ
ル
ー
ト
曲
・
ピ

ア
ノ
伴
奏
付
き
)
、
島
筒
英
夫
さ
ん

(
ピ
ア
ノ
・
語
り
・
一
人
二
重
奏
)

・
浦
富
美
さ
ん
(
ソ
プ
ラ
ノ
独
唱
)

{
墨
画
貝
当
日
先
着
2
5
0
人

入
場
料
無
料

申
し
込
み
不
要
(
直
接
会
場
へ
)

主
催
我
孫
子
市

阻
企
画
調
整
担
当
8
7
1
8
5
・

1
4
2
6
 

戦争中の禽を体験しよう
大戦当時の食の再現

市内在住・在学の小学生や中学生、高根

生が、第二次世界大戦当時の食べ物を再現

(謁理)し、先着50人の皆さんに試食し

ていただきます。

日時 10月22日出午前打開30分

場所湖北地区公民館

内容大戦当時のすいとんと

現代風のすいとんの食べ比べ ¥;)1/ 

定員当日先着50人 定三主主注
入場料無料 「、~

申し込み不要(直接会場ヘ)

国企画調整担当ft7185-1426

(スズメ目モズ科)

日
月
に
な
る
と
、
手
賀
沼
周
辺
や

市
内
各
地
で
「
キ
イ
l
キ
イ
1
キ
チ

キ
チ
」
な
ど
と
、
大
き
な
甲
高
い
鳴

き
声
が
聞
こ
え
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

モ
ズ
の
秋
の
な
わ
ば
り
確
保
、
モ
ズ

の
高
鳴
き
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
す
。

モ
ズ
は
、
北
海
道
か
ら
九
州
ま
で

広
く
分
布
し
、
農
耕
地
や
都
市
公
固

な
ど
低
木
の
あ
る
開
け
た
環
境
を
好

貢さん(鳥の博物館友の会)
賢一(鳥の博物館)

写真川上
文時田

み
ま
す
。
頭
は
大
き
く
、
尾
は
長

め
で
、
ス
ズ
メ
よ
り
少
し
大
き
い

〈
ち
ば
し

小
鳥
で
す
。
オ
ス
は
叫
明
か
ら
自
を

と
お
る
黒
く
呂
立
つ
模
様
が
あ
り
、

明
は
か
ぎ
状
で
翼
に
白
い
紋
が
目

立
ち
ま
す
。
メ
ス
は
山
明
か
ら
自
を

と
お
る
模
様
は
茶
色
く
、
腹
部
に

波
模
様
が
あ
り
ま
す
。

木
の
枝
な
ど
に
止
ま
り
、
か
ぎ

型
に
曲
が
っ
た
鋭
い
噴
で
昆
虫
や

カ
エ
ル
な
ど
の
小
動
物
を
見
つ
け
、

舞
い
降
り
て
捕
ら
え
て
食
べ
ま
す
。

ス
ズ
メ
や
自
分
よ
り
大
き
な
鳥
も

獲
物
に
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

冬
場
へ
の
貯
蔵
な
の
か
食
べ
残

し
な
の
か
、
獲
物
を
小
枝
な
ど
に

刺
し
て
お
く
習
性
が
あ
り
、
こ
れ

を
モ
ズ
の
謀
総
ぬ
と
雷
い
ま
す
。
さ

ま
ざ
ま
な
烏
の
鳴
き
真
一
俳
を
す
る

と
こ
ろ
か
ら
、
百
の
舌
を
持
つ
鳥

(
昆
舌
一
新
)
の
名
が
付
い
て
い
ま
す
。

市税や保険税などの納付は

便利な口座振替で

動
振
替
と
同
じ
よ
う
に
、
あ
な
た
の

指
定
し
た
預
金
口
座
か
ら
納
期
(
最

終
日
)
ご
と
に
自
動
的
に
振
替
納
付

さ
れ
ま
す
。

納
付
の
た
び
に
金
融
機
関
へ
出
か

け
る
手
聞
が
省
け
、
納
め
忘
れ
の
心

配
も
な
く
な
り
ま
す
。

利
用
で
き
る
税
・
料
金
な
ど

市
税
(
市
県
民
税
〈
普
通
徴
収
分
)
、

固
定
資
産
税
、
都
市
計
画
税
、
軽

自
動
車
税
)
、
国
民
健
康
保
険
税
、

介
護
保
険
料
、
上
水
道
料
金
、
下

水
道
使
用
料

取
扱
金
融
機
関
下
表
参
照

申
し
込
み
口
座
振
替
依
頼
書

(
利
用
可
能
な
市
内
の
取
扱
金
融

機
関
に
用
意
)
に
必
要
事
項
を
明

記
し
、
預
金
通
帳
、
届
出
印
を
持

っ
て
金
融
機
関
窓
口
へ

※
口
座
振
替
依
頼
舎
が
お
手
元
に

な
い
場
合
は
、
郵
送
し
ま
す
の
で

各
担
辺
一
一
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

岡
市
税
:
・
収
税
謀
・
内
線
3
4
1
、

国
民
健
康
保
険
税
・
:
国
保
年
金
謀
・

内
線
3
5
4
、
介
護
保
険
料
:
・
介
護

支
援
謀
・
内
線
3
1
3
、
水
道
料
金

:
・
水
道
局
経
営
課
宮
7
1
8
4
・
0

1
1
6
、
下
水
道
使
用
料
:
・
下
水
道

課
・
内
線
5
4
6

V口座振替の取扱金融機関

区分 金融機関 名
千葉、東京三菱、京葉、千葉興業、 UFJ、
行三井住友、常陽、関東つくは(臨1)、茨城(※2)、
みずほ(※3)、みずほ信託(織的、りそな(※5)

信用金庫千葉、東京ベイ、水戸
その他東葛ふたぱ農業協同組合、郵便局、中央労
働金庫(※6)

。国民健康保険税は※4と※6は利用できません。
O介護保険料t;J:※1から※6t;J:利用できません。
。上水道料金、下水道使用料tt※4から※6tt利用できません。

+
巾
税
や
保
険
税
、
上
水
道
料
金
、

下
水
道
使
用
料
な
ど
の
納
付
は
、
口

座
振
替
が
便
利
で
す
。

電
気
料
金
や
電
話
料
金
な
ど
の
自

出
産
費
用
の
負
担
を
軽
減

出
産
育
現
一
時
金
受
領
香
任
払
制
庭

国
民
健
康
保
険
の
加
入
者
が
出
産

す
る
と
、
出
産
育
児
一
時
金
(
限
度

額
お
万
円
)
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

出
産
費
用
の
負
担
を
軽
減
す

る
た
め
、
日
月
1
日
か
ら
こ
の

一
時
金
を
市
が
直
接
医
療
機
関

に
支
払
い
、
出
産
費
用
に
充
て

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

対
象
市
の
国
民
健
康
保
険
に

加
入
し
、
保
険
税
を
滞
納
し
て

い
な
い
妊
娠
4
カ
月
以
上
の
方

が
い
る
世
帯
主

利
用
で
き
る
医
癒
機
関
下
表

参
照
惜
し
込
み
出
産
予
定
日
の
前

月
の
1
日
か
ら
、
申
請
書
(
国

保
年
金
課
に
用
意
)
、
保
険
証
、

母
子
健
康
手
帳
、
診
察
券
な
ど

の
医
療
機
関
の
わ
か
る
も
の
、
印
鑑

を
持
参
し
て
国
保
年
金
課
へ

岡
国
保
年
金
諜
・
内
線
3
2
5

電話番号

7184・0321

7188・8272

7133・1112

7166-1131 

7164-6105 

7164・2230

0476-46-51ω 

0297・74・5日1

0297・83・0321

医療機関名 所在地

あぴこクリニック 我孫子249
栗山助産院 湖北台8同12-8
オーククリニックフォーミズ柏市松葉町2・1・10
巻石堂病院 柏市柏3・10・28
宗産婦人科病院 柏市柏3・7-4
窪奇産婦人科 相市中央2・2・12
武田産婦人科 印西市内野1・5・3
取手協同病院 取手市本郷2・1・1
橋本産婦人科クリニック 取手市藤代1076

銀小規模貯水槽の

設置状況調査に

ご協力を

平
和
祈
念
コ
ン
サ
ー
ト

J
持

品

E
-Pー
、
-b
v
r
r
v・h
同

Z
E
E
-」
J
j
h
-p

a
E

'
PJ

A
住
民
引
《
む
む
町
司
副
n
y
-
3
3
tl
三

日
組
の
団
体
や
個
人
が
、
歌
声
や

横
奏
を
通
じ
て
平
和
を
祈
り
ま
す
。

日
時
日
月
辺
自
国
午
後
1
時
開
演

場
所
湖
北
地
区
公
民
館

出
演
我
孫
子
朗
読
の
会
有
志
(
朗

読
)
、
樹
本
佳
音
奥
さ
ん
(
等
曲
・

二
十
絃
ほ
か
)
、
め
ば
え
幼
稚
園
母

の
会
コ
ー
ラ
ス
部
、
キ
ン
モ
ク
セ
イ

(
オ
カ
リ
ナ
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
)
、
ア

カ
ペ
ラ
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
・
レ
イ
ン
ボ

ー
(
女
声
ア
カ
ベ
ラ
ア
ン
サ
ン
ブ

ル
)
、
怒
肌
(
女
声
合
唱
)
、
ど
ん

ぐ
り
ど
ん
ぐ
ら
(
朗
読
)
、

N
P
O

法
人
あ
ぴ
こ
子
ど
も
劇
場
(
パ
ー
カ

ッ
シ
ョ
ン
合
奏
)
、
男
声
合
唱
団
ア

ン
サ
ン
ブ
ル
・
レ
オ
1
ネ
、
久
空
家

中
P
T
A
コ
ー
ラ
ス
サ
ー
ク
ル
(
女

声
合
唱
)
、
戸
田
か
お
り
さ
ん
・
緒

水
道
局
で
は
、
容
量

m
d以
下
の

受
水
槽
(
小
規
模
貯
水
槽
水
道
)
の

設
置
状
況
調
査
を
行
い
ま
す
。

調
査
員
は
、
水
道
局
が
発
行
し
た

写
真
付
き
身
分
証
明
書
を
常
時
携
帯

し
て
い
ま
す
。

調
査
内
容
な
ど
、
詳
し
く
は
水
道

局
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

な
お
、
調
査
に
よ
り
料
金
な
ど
を

徴
収
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

調
査
期
間
叩
月
中
旬
か
ら
ロ
月
お

日圃
水
道
局
工
務
課
8
7
1
8
4
・

0
1
6
2
 

国民年金保検料の納付は、便利な口座振替をご利用くだ

さい。口座振替には、保険料が安くなる割引制度があります。

O保険料を当月末振替にすると…月40円の割引
翌月末振替1万3580円→当月末振替1万3540円

。口座振替で前納(1年または半年分の保険料を前もって

納めること)すると..割引額が拡大(下表)

区 分 1年前納 6カ月前納
納付額 159，540円 80，550円

口座振替前納
割引額 3，420円 930円
納付額 160，070円 80，820円
割引額 2，890円 660円

申し込み 年金手帳または納付書、預金通帳、届出印を

持って金融機関または松戸社会保険事務所ヘ

自国保年金諜・内線355

口座振信で国民年金保険料が割引!こ

納付書前納

ミナトスボーちFワフフ天王台

施設の副同日時を縮六
市と施設の利用協定を結んでいるミナトスポーツ

クラブ天王台の利用日時が拡大されました。

日時 月曜日から金曜日・・・午前8時30分から午後

11時、土曜日…午前10時から午後10時、日曜日-

祝日…午前10時から午後6時

※月末2日間と年末年始はお休み。
対象市内在住、在勤、在学の16歳以上の方

料金温水プールのみ…1050円、温水プールとト

レーニングルーム…1580円(1回2時間以内)

申し込み 電話で事前にミナトスポーツ天王台ft71 

85・3710へ何在地は天王台4の1の1) 

国教育委員会体育課ft7187-7555 

ウイングホール柏斎場
れい草ゅうしゃ

11月3日から洋型霊枢車を運行
ウイングホーjレ相斎場では、 11月3日から洋型霊

枢車(助手席全自動回転スライドシート装備)の運行

を開始します。料金は、宮型霊極車と同額です(下表)。

なお、中型霊枢車は9月30日で廃止しましたので、

宮型と洋型2台での運行になります。
自 ウイングホール相斎場ft7131・6649

申請者または死亡者の現住所

我孫子市、
柏市、流山市

8.500円

その他

13，500円

位

基礎額 10kmまで

10 kmを超え
加算額 1加増すごとに

単

200円なし

ζ剰楠《記εぃ 災害専用電話(台風や大雨で災害が発生したとき)ft7185-1743 防災行政無線放送テレホンサービス(放送内容を確認したいとき)含0120-031676
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交通規制にご協力を

-・司，

「
手
賀
沼
エ
コ
マ
ラ
ソ
ン
」
が
叩

月
初
日
制
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

当
日
は
、
周
辺
道
路
で
大
幅
な
交

通
規
制
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
コ
ー
ス

周
辺
に
お
住
ま
い
の
皆
さ
ん
に
は
ご

迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

。
車
両
通
行
止
め
・
:
下
回
参
照

。
阪
東
パ
ス
:
・
車
両
通
行
止
め
時
間

中
は
、
市
役
所
経
由
の
パ
ス
は
、
国

道
3
5
6
号
経
由
と
な
り
ま
す
。
(
詳

tit 怠

V車両通行止めとなる区間と時間

①~②1t繍~市投荷下議長
9:30""11:30 

③~④手賀大構~
軍部新自主主査
10:00""12:00 

A
 

し
く
は
停
留
所
に
掲
示
)

。
西
部
福
祉
セ
ン
タ
ー
パ
ス
:
・
巡
回

パ
ス
1
号
車
は
、
ラ
イ
フ
前
、
生
涯

学
習
セ
ン
タ
ー
(
ア
ピ
ス
タ
)
前
、

夢
庵
者
松
庖
前
の
各
停
留
所
へ
の
運

行
が
午
前
中
休
止
と
な
り
ま
す
。
(
そ

の
他
の
停
留
所
は
通
常
ど
お
り
運
行
)

鵠沼ほ
極
圏

nu

舗
酉
瓜
A
n
t

~
比

3

嬬
一
同
叶

雑
品
情
印

A

V

4

日

③
 

※
車
両
通
行
止
め
時
間
中
は
、
手
賀

沼
公
園
、
ア
ビ
ス
夕
、
五
本
松
運
動

広
場
、
五
本
松
公
園
、
鳥
の
博
物
館
、

水
の
館
な
ど
の
各
施
設
へ
は
、
車
の

出
入
り
は
で
き
ま
せ
ん
。

阻
教
育
委
員
会
体
育
課
宮
7
1
8

7
・
7
5
5
5

い
き
づ
く
蔽
と
水
と
文
化
の
巴
お
い

第
8
回
我
孫
子
野
外
美
術
展

展
示
期
間
・
場
所
日
月
ロ
日

ωか

ら
日
月
幻
日
側
、
布
佐
市
民
の
森
、

相
島
の
森
、
相
島
倉
ギ
ャ
ラ
リ
ー
、

宮
ノ
森
公
園
(
下
図
参
照
)

入
場
料
無
料

。
公
開
制
作

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
制
作
風
景
を
ご

覧
に
な
れ
ま
す
。

第 1151号

h
p
昨
年
の
作
品

日

程

日

月
6
日
側
か
ら
日
日
働

。
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー

日
時
日
月
ロ
日
出
正
午

場
所
相
島
芸
術
文
化
村

。
森
の
コ
ン
サ
ー
ト

※
下
段
の
記
事
を
ご
覧
く
だ
さ
い
0

0
レ
ク
チ
ャ
ー
ハ
イ
キ
ン
グ

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
散
策
し
な
が
ら

作
品
の
説
明
を
聞
け
ま
す
。

日
時
日
月
ロ
日
出
午
後
2
時
、
日

日
制
午
前
日
時
、
ロ
日
同
午
後
1
時、

初
日
制
午
後
1
時
、
お
日
鯛
午
後
2

時
初
分

集
会
場
所
相
烏
芸
術
文
化
村

※
ロ
自
国
は
、
森
の
中
か
ら
出
発
1

0
オ
ー
ク
シ
ョ
ン

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
小
作
品
を
オ
ー

ク
シ
ョ
ン
に
か
け
ま
す
。

日
時
日
月
四
日
側
午
後
4
時

場
所
相
烏
芸
術
文
化
村

※
総
合
案
内
所
は
相
島
芸
術
文
化
村
。

竺L 型些監一号…
布佐南i四セント、 旭ライン属国
.i r1~幽
1!:;:>r-Au 

申
し
込
み
は
凶
月
M
日
怖
か
ら
ロ
月
2
日
⑥
ま
で

第
回
国
新
春
マ
ラ
ソ
ン
大
会
の
出

場
者
を
募
集
し
ま
す
。

日

時

侃

年
1
月
詑
日
倒
午
前
8
時

か
ら
9
時
受
け
付
け
、

9
時
叩
分
開

会、

9
時
印
分
競
技
開
始

受
付
場
所
湖
北
台
中
学
校
(
雨
天

実
施
・
荒
天
中
止
)

種
目
下
表
参
照

出
場
資
格
①
各
距
離
を
完
走
で
き

る
方
(
印
刷
の
部
は
加
分
以
内
で
完

走
で
き
る
方
)
②
事
前
に
医
師
の

健
康
診
断
を
受
け
異
常
の
な
い
方

③
小
・
中
学
生
は
保
護
者
の
同
意
を

得
た
方

※
出
場
は
1
人
1
種
目
に
な
り
ま
す
。

2
種
目
以
上
エ
ン
ト
リ
ー
は
失
格
。

参
加
費
一
般
:
・

1
人
1
5
0
0
円、

フ
ァ
ミ
リ
ー
:・
1
組
1
5
0
0
円、

自然・芸術・人の躍動を
感じてください!

惨森のコンサー
臼 我孫子野外美術展イベント

A米国ポストツのジャズコーラス九ープ
暗躍鋼髄憲さん(13日出澗

小
・
中
学
生
・

:
1
人
5
0
0
円

※
中
止
の
場
合
は
参
加
費
は
返
金
し

ま
せ
ん
。
参
加
賞
を
も
っ
て
代
え
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

申
し
込
み
所
定
の
申
込
用
紙
(
市

民
体
育
館
、
市
役
所
市
民
課
、
各
行

政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
、
我
孫
子
駅

前
行
政
逮
絡
所
、
市
内
郵
便
局
に
用

意
)
に
必
要
事
項
を
明
記
し
、
日
月

M
日
か
ら
ロ
月
2
日
ま
で
に
最
寄
り

の
郵
便
局
で
申
込
用
紙
添
付
の
掻
替

用
紙
に
よ
り
参
加
費
を
郵
便
振
替

主
催
我
孫
子
市
教
育
委
員
会

圃
エ
ン
ト
リ
ー
:
・
我
孫
子
市
新
春

マ
ラ
ソ
ン
エ
ン
ト
リ
ー
セ
ン
タ
ー
宮

ω
・
3
7
1
4
・
7
9
2
4、
大
会

:
・
新
春
マ
ラ
ソ
ン
大
会
実
行
委
員
会

宮

7
1
8
7
・
7
1
1
0

第
8
回
我
孫
子
野
外
美
術
展
の
イ

ベ
ン
ト
と
し
て
、
「
森
の
コ
ン
サ
ー

ト
」
を
行
い
ま
す
。

日
時
・
場
所
左
表
参
照

※
雨
天
時
①
②

@mw⑥
は
、
相
島
芸

v種目と年齢別の内訳
距離種目 年齢別の内訳 定員
7..，ミリーの部 親1人と小学技1年"'4年生の子1人1組100組

1.5 kII 'J'学生の部 4年-6年生の男女別・学年別
3畑中学生の部 1年-3年生の男女別・学年別
5蜘 男子・高校生'"19歳、20'"29歳、30'"49歳、
一般の部 50歳'"59歳、60歳以上 回0人

10加 女子円高技生'"29歳、 30"'49歳、 50歳以上
※年齢は大会当日 (06年1月22日)を基準日とします。

700人

術
文
化
村
で
行
い
ま
す
。

入
場
料
い
ず
れ
も
無
料

主
催
我
孫
子
市
教
育
委
員
会

回
教
育
委
員
会
文
化
謀
宮
7
1
8

5
・
1
6
0
1

①パ5ー盗力事ツのジセョッンシ&ヨ
②キツズ合唱

25 ~;JO)~ ¥1) '5J 3 ':) コンサート

日時・場所 11月12日出 日時・場所 11月12日出
午後1時、布佐市民の森 午後1時30分、布佐市民の森
出演平田青山さん、規約さん 出演あぴこ少年少女合唱団

銀総 ④市民ミュージ力J~2003 

日時・場所 11月12日出 より音楽コツサート

午後5時、 相島と芸こ語術、文化村 日時・場所 11月13日制
出演ひょっ 午後1時30分‘相島芸術文化村
※雨天時は13日(8)午後5時 出演あぴこミュージ力jレ

⑤ 21世紀のマッハッタy ⑥ウクレレ演奏
トランスファー 日時・蝿所 11月23日掛
日時・場所 11月13日旧) 午後1時、相島芸術文側
午後2時、相島芸衛文化村 出演 レレ-コピアン
出演阿部鶴さんほか

1500円)

入場券販売所市民会館売庖ひろがり、

荒井書庖、ミリオン楽器我孫子庖、東

京事務器、写真のおちあい

入場券販売8 10月18日側
主催我頚子市教育委員会

国橋本ft7184・5698

務孫子市める~It文庫創設5同年記念

臼議額面ヨ~ト泊議級品
目時 12月25日個件後2時間演

場所市民会館(全席自由)

出演・曲目 指揮…柳津寿男さん・勝

B美智子さん、我張子市民フィルハー
モ二一管弦楽団一くるみ割り人形組曲

(チャイコフスキー)、幻想実響曲(ぺ

jレリオーズ)、あぴこ少年少女合唱団

…アヴ工・マリア(アjレ力デルト)、パ-

パ-パ(モーツァルト)、フィナーレ(サ

ンサーンス)

※競演で「きよしこの夜J。
費用 1000円(前売りペアチケ、ソ卜

入場券販売所

市民会館亮庖ひろ μ

がり、荒井書庖、 ー

すばる書居、東京

事務器、写真のお

ちあい、市民プラ

ザ、市男女共同参

画担当

※託児あり (2歳以上就学前、電話かフ

ァクスで12月10日まで申し込み)
主催 我顎子上映実行委員会、我頚子市

圏鈴木ft剛7184・7396

日時 12月18日(日)午後1時開場

場所 我孫子市民会館

内容 ペアテ・シロタ・ゴードンさん

(日本国憲法の草案委員会でただ1人の
女性。人権委員会で種々 の項目を列挙、

憲法14条人権と第24条男女平等が採択さ

れる)が書いた男女平等の条文を起点に

して、戦後、日本女性たちが今日までど

のような、歩みと運動を行ってきたかを

検証する戦後女性史をとらえた作品

費用 前売り500円、当日700円(高校

生以下は無料)

市役所の電話番号ft7185-1111 市役所のホームページアドレス http://www.city.abiko.chiba.jp。は「あぴこ楽校jの事業です。
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強
弱
包〉
② 
企?

略黒
しはタ
て市イ
いのト
*後 Jレ
す援が
。、色

補付
助き
聞の
葎も
σコV.J
記 iモ
モ市
す喜

重季
百吾
は理

由共

芥慢
の VJ
も
よ且の

己主
省ヲ

で
か
け
て
み
ま
ぜ
ん
か

-司・-
景
観
コ
ン
サ
ー
ト
「
サ
ウ
ン
ド

ス
ケ
l
プ
・
イ
ン
・
ア
ピ
コ
」

日
日
月
四
日
出
U
時
開
演
所
湖
北

地
区
公
民
館
内

S
手
賀
沼
の
四
季

を
唄
う
j

曲
目
沼
の
日
暮
(
足
羽

章
)
、
オ
ペ
ラ
「
手
賀
沼
賛
歌
」
よ

り
。
沼
べ
。
(
仙
道
作
一
ニ
)
ほ
か

出
荷
藤
恵
さ
ん
、
宮
部
小
牧
さ
ん
、

渡
遺
基
弓
さ
ん
、
あ
ぴ
こ
オ
ペ
ラ
合

唱
団
、
山
田
す
み
子
さ
ん
、
徳
永
洋

明
さ
ん
ほ
か
費
1
0
0
0
円
(
全

席
自
由
)
チ
ケ
ッ
ト
販
売
所
市
民

会
館
内
売
庖
「
ひ
ろ
が
り
」
主
我

孫
子
の
景
観
を
育
て
る
会
、
我
孫
子

市

咽

富

樫
宮
0
9
0
・
8
4
6
3

.
8
6
2
5
 

ti' a 
回
第
打
回
あ
び
こ
子
ど
も
ま
つ
り

日
目
月
辺
日
凶
9
時
却
分

5
日
時

所
ア
ピ
ス
夕
、
手
掛
月
沼
公
園
多
目
的

広
場
内
食
べ
物
屋
さ
ん
、
ア
ク
セ

サ
リ
ー
屋
さ
ん
、
て
づ
く
り
あ
そ
び
、

お
茶
、
お
花
、
貝
合
わ
せ
、
パ
ズ
ル
、

影
絵
、
吹
奏
楽
演
奏
、
あ
ぴ
こ
少
年

少
女
合
唱
団
、
パ
ソ
コ
ン
遊
ぴ
、
健

康
す
く
す
く
コ
ー
ナ
ー
、
白
バ
イ
・

パ
ト
カ
ー
体
験
ほ
か
費
2
0
0
円

主
あ
ぴ
こ
子
ど
も
ま
つ
り
実
行
委
員

会
、
我
孫
子
市
、
我
孫
子
市
教
育
委

員
会
阻
梅
谷
台
0
8
0
・
5
5
1

5
・
0
2
6
1

ス
マ
ト
ラ
沖
地
震
復
興
支
擾
活
動

シ
ャ
ン
テ
ィ

・
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

日
目
月
初
日
冊
目
時
S

所
ア
ピ
イ

ク
オ
1
レ
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
内
太
鼓

演
奏
、
コ
カ
リ
ナ
、
ヒ
ン
ド
ゥ

1
音

日
・
:
日
時

所
・・・場所

楽
、
ス
リ
ラ
ン
カ
舞
踏
、
南
イ
ン
ド

古
典
舞
踏
、
歌
と
ピ
ア
ノ
ほ
か
費

無
料
主
シ
ャ
ン
テ
イ
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
、
我
孫
子
市
国
際
究
流
協
会

(
A

I
R
A
)

阻
児
玉
宮
0
8
0
・
3

2
7
4
・
5
0
8
7

大
草
原
の
し
ら
べ
ゅ
ア
ジ
ナ
イ
ホ

I
ル
e

流
山
チ
ャ
リ
テ
ィ
コ
ン
サ
ー
ト

日
目
月
辺
日
出
比
時
間
演
所
流
山

市
文
化
会
館
曲
呂
優
駿
、
天
馬
、

大
空
の
伝
説
ほ
か
出
ア
ジ
ナ
イ
ホ

ー
ル
(
モ
ン
ゴ
ル
民
族
楽
器
の
音
楽

バ
ン
ド
)
、
大
沢
逸
人
さ
ん
(
ベ
ー

ス
苧
タ
l
)
、
福
井
獲
さ
ん
(
パ
ー

カ
ッ
シ
ョ
ン
)
費
前
売
り
・
一
般

2
5
0
0
円
、
中
学
生
以
下
1
5
0

0
円
(
当
日
券
は
5
0
0
円
増
し
)

チ
ケ
ッ
ト
販
売
所
モ
ン
ゴ
ル
の
都
い

風
(
柏
市
)
、
T
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
堂
流

山

庖

圃

峠

h
g
0
9
0
・
4
6
1

5
・
5
9
1
5

第
9
回
み
ず
き
ど
ん
と
こ
祭
り

日
目
月
辺
日
出
叩
時
S
M
H時
(
雨
天

実
施
)
所
福
祉
作
業
所
み
ず
き
(
新

木
駅
か
ら
徒
歩
約
日
分
)
内
新
木

小
学
校
児
童
有
志
に
よ
る
マ
ツ
ケ
ン

サ
ン
パ
、
市
内
福
祉
施
設
の
製
品
販

売
、
お
楽
し
み
抽
選
会
、
餅
っ
き
、

ニ
ュ

1
ス
ポ
ー
ツ
体
験
、
圭
冨
講
習

会
(
有
料
)
咽
福
祉
作
業
所
み
ず

き
宮
7
1
8
7
・
5
1
7
1

久
寺
家
近
隣
セ
ン
タ
ー

開
館
5
周
年
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

日
ぬ
月
お
日
出
回
時
3
日

時

所

久

筆
家
近
隣
セ
ン
タ
ー
内
カ
ラ
オ
ケ
、

精
付
け
、
自
一
強
…
眠
、
太
極
拳
、

3
B

体
操
、
社
交
ダ
ン
ス
、
市
立
柏
高
校

O
B
吹
奏
因
。
ペ
ル
ズ
。
の
演
奏
、

内
・・・内容

出
・
:
出
席
者
・
出
演
者

種
・・・種目

1 寺 槙手
7家擬打
9 地庖ち
区ほ帯そ
1 まか麦ぽ
1 ち
6づ費豚
6 くー汁
品部無
有料

雲料7
8 圃 ピ
7 夕、ス

第
1
回
湖
北
台
秋
ま
つ
り

回
目
月
お
日
倒
日
時
j
M
時

所

湖

北
台
近
隣
セ
ン
タ
ー
ほ
か
内
お
み

こ
し
か
っ
ご
(
日
時
i
U時
、
団
地

中
央
S
中
通
り
1
駅
前
1
湖
北
台
近

隣
セ
ン
タ
ー
)
、
こ
ど
も
絵
画
展
(
中

通
り
・
駅
前
商
庖
街
)
、
芋
煮
会
、

フ
リ
l
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
学
校
音
楽
祭

費
無
料
問
湖
北
台
近
隣
セ
ン
タ
ー

宮

7
1
8
7
・
1
1
2
2

※
こ
の
お
祭
り
に
伴
、
ユ
江
記
の
表
通

規
制
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

時
間
叩
時
S
U時

。
ス
ク
ラ
ン
ブ
ル
交
差
点

1
ロ
1
ソ

ン
と
交
番
前

i
駅
前
の
パ
ス
通
り
は

左
車
線
が
一
時
規
制

。
中
通
り
商
庖
街
の
道
路
は
、
西
小

学
校
角
5
タ
ニ
ヤ
そ
ぱ
庖
と
交
番
前

ま
で
が
餅
駅
通
過
ま
で

新
木
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

「第
9
回
ふ
れ
あ
い
文
化
祭
」

日
日
月
ロ
回
国
・
日
日
冊
目
時
j
M

時
所
新
木
近
隣
セ
ン
タ
ー
内
作

品
展
示
(
生
け
花
、
写
真
、
パ
ッ
チ

ワ
ー
ク
、
絵
手
紙
、
活
動
紹
介
ほ
か
)
、

芸
能
発
表
(
日
本
舞
踏
、
器
楽
演
奏
、

ハ
ン
ド
ベ
ル
演
奏
、
詩
吟
ほ
か
)

費
無
料
阻
新
木
地
区
ま
ち
づ
く
り

協
議
会
告
7
1
8
8
・
2
0
1
0

対
・
:
対
象

・
定
員

費
・
・
・
費
用

第
4
回

天
王
台
地
区
市
民
ま
つ
り

回
目
月
mm
日
回
目
時

1
日
時
(
雨
天

の
場
合
初
日
倒
)
所
天
王
台
西
公

園
内
叩
内
事
音
頭
、
御
響
太
鼓
、
我

孫
子
中
学
校
吹
奏
楽
、
ジ
ャ
ン
ケ
ン

大
会
、
ピ
ン
ゴ
ゲ
1
ム
、
第
二
小
学

校
吹
奏
楽
、
ロ
ッ
ク
ソ
1
ラ
ン
、
ミ

ニ
S
L
、
子
ど
も
遊
び
特
設
コ
ー
ナ

ー
ほ
か
費
無
料
昭
市
民
ま
つ
り

実
行
委
員
会
・
秋
田
宮
7
1
8
2
・

9
3
6
4
 

相
レ
イ
ソ
ル
が
「
我
荷
主
デ
I
」
に

ベ
ア
初
組
を
ご
招
待
1

日
日
月
初
日
倒
比
時
キ
ッ
ク
オ
フ

所
目
立
柏
サ
ッ
カ
ー
場
内
柏
レ
イ

ソ
ル
対
清
水
エ
ス
パ
ル
ス
対
我
孫

子
市
民
ぬ
組

(ω
人
)
〈
応
募
者
多

数
の
場
合
は
抽
選
〉
申
・
阻
往
復

ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電

話
菅
方
、
返
信
面
に
あ
て
先
を
明
記

し
、
日
月
4
日
必
渚
で
一
γ
2
7
7
1

0
0
8
3
柏
市
目
立
台
1
の
2
の
印

側
目
立
柏
レ
イ
ソ
ル
営
業
グ
ル
ー
プ

「
我
孫
子
市
デ
1
・
ペ
ア
チ
ケ
ッ
ト
」

係
官
7
1
6
7
・
0
7
1
7

※
我
孫
子
市
ふ
る
さ
と
産
品
連
絡
協

議
会
か
ら
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
(
当
日
先

着
来
場
3
0
0
人
の
方
)
と
、
恵
愛

保
育
園
児
に
よ
る
ハ
ー
フ
タ
イ
ム
の

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
あ
り
ま
す
。

第
6
回
我
孫
子
手
づ
く
り
散
歩
市

日
目
月
辺
日
凶
・
お
日
冊
目
時

i
v即

時
初
分
所
我
孫
子
駅
1
手
賀
沼
周

辺
(
水
の
擦
で
も
イ
ベ
ン
ト
あ
り
)

阻
太
田
宮
7
1
8
5
・
1
0
9
4

※
ま
ち
を
彩
っ
た
ハ
ン
ギ
ン
グ
バ
ス

ケ
ッ
ト
の
コ
ン
テ
ス
ト
を
お
日
に
我

孫
壬
駅
南
口
で
行
い
ま
す
。

第
お
回
千
葉
県
生
涯
大
学
校

江
戸
川
台
校
舎
作
品
展

日
目
月
辺
日
出
・
お
日
冊
目
時

1
日

時
(
お
日
は

U
時
ま
で
)
所
千
葉

県
生
涯
大
学
校
東
潟
飾
学
園
江
戸
川

台
校
舎
(
流
山
市
美
原
)

内
絵
画
、

陶
芸
、
写
真
、
圭
耳
、
俳
句
、
短

歌
、
生
け
花
ほ
か
費
無
料
間
同

展
実
行
委
員
会
・
黒
川
8
7
1
7
2

・
2
0
1
6

参
一
周
し
て
み
ま
ぜ
ん
か

自

子
ど
も
竹
炭
作
り
体
験
教
室

日
日
月
5
日

ω9時
1
日
時
お
分

所
ふ
れ
あ
い
キ
ャ
ン
プ
場
内
竹
の

切
り
出
し
、
総
長
、
窯
出
し
、
自

分
の
手
で
竹
炭
作
り
。
焼
き
芋
や
野

外
炊
飯
も
体
験
対
市
内
在
住
の
小

学
校
4
年
生

i
中
学
生
、
先
着
目
人

費
7
0
0
円
(
昼
食
代
ほ
か
)
申

・
圃
ハ
ガ
キ
か
フ
ァ
ク
ス
、

E
メ
ー

ル
で
「
竹
炭
」
、
住
所
、
氏
名
、
電

話
脅
す
、
学
校
・
学
年
を
明
記
し
、

〒
2
7
o
i
l
l
6
6
我
孫
子
1
6

8
4教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
削
7

1
8
2
・
5
8
6
7
E
メ
1
ル
印
刷

S

W包
W可
O
巳
w
z
@
a
q
-
ω
E
W
0・n
y

Fσω
・
』
刷

uE
7
1
8
5
・

1
6
0
4

鳥
の
博
物
館
市
民
ス
タ
ッ
フ
イ
ベ
ン
ト
4

・

5
自
然
の
素
材
に
絵
を
か
こ
う
5

a
m月
お
自
国
・
羽
田
伺
い
ず
れ
も

叩
時
1
ロ
時
所
烏
の
博
物
館
内

小
石
や
木
切
れ
な
ど
の
自
然
の
紫
材

に
絵
を
描
く
対
小
学
生
以
上
の
方

費
無
料
(
た
だ
し
、
入
館
料
は
有
料
。

小
・
中
学
生
は
出
・
倒
無
料
)
圃

烏
の
博
物
館
8
7
1
8
5
・
2
2
1

2 
手
賀
沼
統
一
ク
リ
ー
ン
デ
イ

日
目
月
辺
日
出
9
時
お
分

1
日
時
お

持
・・・持参

申
・
:
申
し
込
み
(
記
載
の
な
い
も
の
は
申
し
込
み
不
要
)

分
(
小
雨
実
施
、
荒
天
中
止
)
集

合
場
所
手
賀
沼
親
水
広
場
内
我
孫

子
市
側
の
手
賀
沼
沿
岸
と
周
辺
の
清

掃
服
装
・
持
清
掃
作
業
が
で
き
る

服
装
(
長
袖
、
同
時
ス
ボ
ン
、
長
ぐ
つ

な
ど
)
、
寧
手
、
ゴ
ム
手
袋
、
タ
オ

ル
な
ど
申
当
日
直
接
集
合
場
所
へ

お
越
し
く
だ
さ
い
切
手
組
員
沼
統
一

ク
リ
ー
ン
デ
イ
実
行
委
員
会
(
美
し

い
手
質
密
乞
愛
す
る
市
民
の
連
合
会
)

.
染
谷
宮
7
1
8
2
・
3
9
7
2

川
村
掌
一
国
女
子
大
掌
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「女
性
の
創
通
力
石
布
」

日
目
月
mm
日
出
口
時

1
口

時

所

川

村
学
園
女
子
大
学
内
基
調
講
潰
:
・

「
東
南
ア
ジ
ア
の
女
性
に
よ
る
フ
ア

ブ
リ
ッ
ク
・
ア
l
ト
と
女
神
の
復
活
」
、

講
師
・
フ
ロ
1
デ
ッ
ト
・
メ
イ
・
ダ

ト
ウ
イ
ン
さ
ん
(
フ
ィ
リ
ピ
ン
大
学

助
教
授
)
、
パ
ネ
ル
展
示
・
:
小
勝
種

子
さ
ん
(
栃
木
県
立
美
術
館
特
別
研

究
員
)
、
山
崎
明
子
さ
ん
(
港
区
男

女
平
等
参
画
セ
ン
タ
ー
勤
務
)
、
上

橋
楽
梅
子
さ
ん
(
川
村
学
園
女
子
大

学
助
教
授
)
、
若
桑
み
ど
り
さ
ん
(
同

大
学
教
授
)
、
田
中
淑
子
さ
ん
(
同

大
学
教
授
)
、
谷
林
真
理
子
さ
ん
(
同

大
学
教
授
)
費
無
料
圃
倉
智
宮

7
1
8
3
・
6
1
6
8

市
民
卓
球
大
会

企鳥の絵を描い定小石

日
日
月
日
日
倒
9
時
受
け
付
け
所

市
民
体
育
館
種
硬
式
の
部
シ
ン
グ

ル
ス
(
中
学
生
、
高
校
生
、
必
歳
未

満
、
必
歳
以
上
、
日
歳
以
上
の
男
女

別
)
・
ダ
ブ
ル
ス
(
中
学
生
、
一
般

各
男
女
別
)
対
市
内
在
住
・
在
勤

・
在
学
・
連
盟
会
員
の
方
費
1
人

1
種
目
に
つ
き
3
0
0
円
(
中
学
生

1
0
0
円
)
申
・
阻
ハ
ガ
キ
に
「
市

民
卓
球
大
会
」
、
種
目
、
所
属
名
、

住
所
、
氏
名
、
生
年
月
日
、
電
話
番

号
を
明
記
し
、
日
月
お
日
必
着
で
〒

2
7
o
l
-
-
3
2湖
北
台
5
の
1

の
7
杉
原
恵
美
子
宮
7
1
8
7
・
2

5
5
2
 

主
:
・
主
催
・
共
催

圃
・
:
問
い
合
わ
せ

駅前放置自転車

クリーンキャンペーン実施中!

10月1日出から11月30日制まで「駅前放置自転車ク

リーンキャンペーンJを行っています。期間中は、放置
自転車禁止区域に指定されている我張子駅・天王台駅周辺

ほか、駅前を重点的に放置自転車の撤去を行っています。

駅前の道路や歩道に放置された自転車は、高齢者や身体の不自由な

方の通行を妨げるばかりか、災害の際には避難や救助の障害にもなりかねません。

他人を思いやる心を持って放置自転車となるような駐輪はやめてください。

l放置自転車とは 利用者が自転車から離れていて、時間の長短l
lに関係なく直ちに動かせない状態にある自転車のことです。買いl
mのために歩道上叫めた自転車も放置自転車です。 l 
放置自転車をなくし、安全で快適な街となるよう、市民の皆さんのご協力をお願

いいたします。

箇後田放置自転車保管所ft7183-5470、突通整備課・内隷330

湖北地区まちなみウォッチング著書加者募集
~水と緑と歴史的崇観を訪ねて~

今回は、湖北地区で歴史を訪ねるとともに、小堀の渡しにより対岸の取手市ヘ渡り、

取手市側からの我孫子の眺望を楽しみながら、景観づくりについて考えます。

日時・場所 10月29日出午前9時30分湖北駅北口集合、午後3時取手駅で解散予定

(小雨実施、荒天の場合は30日)
コース(徒歩行程約7.3K) 湖北駅→天照神社→法岩館→庚申塔→古利根沼(浪除不

動尊)→芝原域社→順道塚→小堀河岸(昼食)→小堀の渡し(小堀側渡船場~取手側

灘場)→旧取手宿楠→長禅寺→取手駅(解散)
定員先着30人
参加費剰8料金100円(12歳未満
の方と70歳以上の方は無料)
持ち物昼食、飲み物

申し込み・固電話で都市計画諜・

内線578ヘ

。はfあびこ楽校Jの事業です。 市役所のホームページアドレスhttp://www.city.abiko.chiba.jp市役所の電話番号n71 85-1111 

古利根沼砂
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市
民
剣
道
大
会

日
日
月
初
目
的
問
9
時
開
会
所
市
民

体
育
館
種
小
学
校
低
学
年
・
高
学

年
、
中
学
生
男
子
・
女
子
、
高
校
生

男
子
・
女
子
、
一
般
男
女
参
段
ま
で

・
四
段
以
上
(
全
個
人
戦
)
費
小

・
中
学
生
3
0
0
円
、
高
校
生
以
上

5
0
0
円

申

・
圃
ハ
ガ
キ
に
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
段
位
を
明
記
し
、
日

月
5
日
必
着
で
一
T
2
7
o
l
-
-
6

4
つ
く
し
野
1
の
7
の
時
藤
盛
暁
和

2
7
1
8
3
・
0
6
9
8

市
民
登
山
教
室

-・.， 

日
日
月
3
日
鯛
5
時
我
孫
子
駅
北
口

集
合
(
雨
雲
麓
)

内
日
光
・
白

根
山
(
歩
行
約
5
時
間
)
対
自
力

で
歩
け
る
方
、

mw
人
(
応
募
者
名
薮

の
場
合
は
抽
選
)
費
6
0
0
0
円

(
保
険
料
含
む
)

申
・

国
在
復
ハ

ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を

明
記
し
、
日
月
お
日
必
着
で
一
T
2
7

o
l
-
-
7
7
柴
崎
1
5
3
8
大
井

猛
雄
君
7
1
8
2
・
4
5
1
1

障
害
者
施
設

・
作
業
所
で
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験

日
①
叩
月
お
日

ω②
日
月
1
日

ω③

8
日

ω④
日
日

ω⑤
辺
日

ω、
①
②

⑤
日
時
1
M即
時
③
④
9
時
初
分

sm

時
(
全
5
回
)
所
あ
ら
き
国
ほ
か

市
内
福
祉
作
業
所
な
ど

内
心
と
笑

顔
で
新
し
い
出
勤
い
を
テ
l
マ
に
、

知
的
障
害
に
つ
い
て
の
学
習
、
福
祉

施
設
の
見
学
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験

対
先
着
目
人
費
無
料

申
・
間
電

話
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市
民
活
動
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
宮
7
1
8
5
・
5

2
3
3
 

... 、
亀，怠

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
講
座

第 1151号

白
山
月
初
日
岡
山
時
1
日
時
泊
分
・

2
日
凶
回
目
時

i
ロ
時
所
身
体
障
害

者
福
祉
セ
ン
タ
ー

内
身

体

に

窓

が
あ
る
方
の
介
助
育
法
と
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
体
験
対
先
着
叩
入
費
無
料

日
・
:
日
時

所
・・・場所

持
昼
食

申

・
阻
電
話
で
日
月
日
日

ま
で
に
身
体
障
害
者
補
祉
セ
ン
タ
ー

宮

7
1
8
8
・
0
1
4
1

保
護
者
学
習
会

日
山
月
お
日
制
日
時
j

M
時
小
山
分

所
身
体
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ

ー

内

子
育
て
の
悩
み
と
メ
ン
タ
ル
ケ
ア
、

講
師
:
・
肥
田
裕
久
さ
ん
(
初
石
病
院

医
師
)
対
こ
ど
も
発
達
セ
ン
タ
ー

利
用
者
、
障
害
児
を
養
帯
同
し
て
い
る

保
護
者
、
犯
人
(
応
募
者
多
薮
の
場

合
は
抽
選
)
貸
無
料

申
・
聞
電

話
で
日
月
幻
自
ま
で
に
こ
ど
も
発
達

セ
ン
タ
ー
E
7
1
8
8
・
0
4
7
2

江
戸
東
京
史
跡
文
学
散
歩
の
会

「我
孫
子
文
学
史
跡
散
歩
」

回
日
月
お
日
制
我
孫
子
駅
南
口
9
時

集
合
(
小
雨
実
施
)

内
輿
陽
寺、

三
樹
荘
、
楚
人
冠
公
園
、
志
賀
直
哉

邸
跡
、
旧
村
川
別
荘
費
5
0
0
円

(
資
料
代
ほ
か
)
申

・
圃
電
話
で

日
月
お
日
ま
で
に
越
間
宮
7
1
8
4

.
2
0
4
7
 

リ
ウ
マ
チ
の
会
医
療
講
演
会

回
目
月
mm
日
回
目
時
初
分
j
M
時

所
近
隣
セ
ン
タ
ー
こ
も
れ
び
内
リ

ウ
マ
チ
薬
の
副
作
用
に
つ
い
て
、
講

師
・:
長
井
仁
美
さ
ん
(
神
埼
ク
リ
ニ

ッ
ク
医
院
院
長
)
対
リ
ウ
マ
チ
患

者
と
そ
の
家
族
、
先
着
1
0
0
入

費
無
料
圃
ほ
ほ
え
み
の
会

(
我
孫

子
地
区
リ
ウ
マ
チ
の
会
)
・
木
田
8

7
1
8
7
・
6
2
2
3

中
途
失
聴
者
・
難
聴
者
の

た
め
の
手
話
講
習
会

人
生
の
途
中
で
何
ら
か
の
ア
ク
シ

デ
ン
ト
で
聴
力
が
低
下
し
た
方
、
手

話
を
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。
耳
の
不

自
由
な
仲
間
が
共
に
学
ぶ
講
座
で
す
。

日
日
月
口
日

1
M∞
年
3
月
初
日
原
則

毎
週
例
目
時
初
分
j
日
時
初
分
(
全

回
目
)
所
松
戸
市
健
康
福
祉
会
館

「
ふ
れ
あ
い
勾
」

(
新
京
成
線
五
番

駅
)

内
中
途
失
聴
者
・
難
聴
者
の

内
・・・内容

出
・
:
出
席
者
・
出
演
者

種
・・・種目

た
め
の
手
話
講
座
対
人
生
の
途
中

で
何
ら
か
の
ア
ク
シ
デ
ン
ト
で
聴
力

が
低
下
し
た
方
と
そ
の
家
族
の
方
、

お
人
(
応
募
者
多
薮
の
場
合
は
抽
選
)

費
1
0
0
0
円
(
テ
キ
ス
ト
代
)

申
・
圃
フ
ァ
ク
ス
で
日
月
4
日
ま
で

に
N
P
O
千
葉
県
中
難
協
郎
官
0
4

7
・
4
3
2
・
8
0
3
9

手
話
講
習
会
入
門
コ

I
ス

日
日
月
初
日

i
M∞
年
3
月
8
日
の
毎

週
側
四
時
1
2時
(
全
ロ
回
)
所

市
民
会
館

内
手
話
で
簡
単
な
会
話

が
で
き
る
ま
で
の
講
座
、
講
師
:
・加

茂
川
隆
文
さ
ん
(
ネ
イ
テ
ィ
ブ
サ
イ

ナ
l
〈
日
本
手
話
を
母
語
と
す
る
芝
)

対
高
校
生
以
上
で
、
手
話
の
経
験
が

浅
く
、
身
に
つ
け
た
い
と
強
く
希
望

す
る
方
、
白
人
(
応
募
者
名
薮
の
場

合
は
抽
選
)
費
5
0
0
円

申
・

圃
電
話
で
日
月
日
日
ま
で
に
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
・
市
民
活
動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー

2
7
1
8
5
・
5
2
3
3

ゼ
口
か
ら
始
め
て
1
日
で

マ
ス
タ
ー
す
る
経
営
分
析
講
座

日
日
月
5
日
出
9
時

sm時
(
昼
休

み
1
時
間
含
む
)
所
野
田
地
域
職

業
訓
練
セ
ン
タ
ー
(
野
田
市
中
根
3

2
3
の
3
)

内
財
務
諸
表
の
成
り

立
ち
ゃ
経
営
分
析
の
手
法
に
つ
い
て

の
解
説
と
簡
単
な
演
習
を
通
し
て
、

初
心
者
の
方
で
も
経
営
分
析
が
で
き

る
よ
う
に
学
習
し
ま
す

対
取
引
先

の
経
営
分
析
を
す
る
必
要
の
あ
る
経

理
・
営
業
担
当
の
方
、
株
式
投
資
に

興
味
の
あ
る
方
、
先
着
加
入
費
8

0
0
0
円

(
割
引
制
度
あ
り
)

申

.
阻
電
話
で
同
セ
ン
タ
ー

g
7
1
2

1
・
1
1
8
4

家
事
と
家
計
の
講
演
会

日
・
所
①
日
月
1
日

ω:・
ア
ピ
ス
タ

②
日
月
包
日
同
・
・
・
天
王
台
北
近
隣
セ

ン
タ
ー
い
ず
れ
も
日
時
i
U時
対

①
先
着

ω人
②
先
着
目
入

費
各
4

0
0
円

申

・
圃
電
話
か
フ
ァ
ク
ス

対
・
:
対
象

・
定
員

費
・
・
・
費
用

で
窪
涙
宮
間
7
1
6
9
・
9
5
0
1

赤
十
字

防
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
説
明
会

日
・
所
目
月
お
自
国
:
・
成
田
赤
十
字

病
院
、
日
月
初
日
側
:
・日
赤
千
葉
県

支
部
い
ず
れ
も
日
時
初
分

1
日
時
初

分

対
各
日
1
0
0
人
(
応
募
者
多

数
の
場
合
は
抽
選
)
費
無
料
申

・
圃
ハ
ガ
キ
か
フ
ァ
ク
ス
、

E
メ
ー

ル
で
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
参

加
希
望
日
を
明
記
し
、
日
月
却
日
必

着
で
一
T
2
6
0
1
8
5
0
9千
葉
市

中
央
区
千
紫
港
4
の
1
日
本
赤
十
字

社
千
葉
県
支
部
救
護
係
官
0
4
3
・

2
4
1
・
7
5
3
1
m
0
4
3
・
2

4
8
・
6
8
1
2
E
メ
l
ルの
Eσ
釦

巳
σ
z
@自
〈
σ-Em-oσo旬
。
・
守

ぽ
し
ゅ
う

我
孫
子
高
等
技
術
専
門
校

郎
年
度
職
業
訓
練
生

訓
練
科
目
①
自
動
車
整
備
科
②
造
園

科
③
N
C加
工
科

(
C
A
Dを
活
用

し
た
も
の
づ
く
り
)
訓
練
期
間
1

年
間
(
①
は
2
年
間
)
対
高
卒
程

度
以
上
(
①
は
高
卒
以
上
)
の
方
、

各
叩
人
応
募
期
間
日
月
お
日

i
u

月

日

日

選
考
白
日
月
初
日

選
考

方
法
学
科
試
験

(
国
語
、
数
学
)
、

適
性
検
査
、
面
接

※
申
込
方
法
や
授
業
料
な
ど
詳
し
く

は
我
孫
子
高
等
技
術
専
門
校
宮
7
1

8
4
・
6
4
1
1

Y
A
W
A
R
A道
の
膏
春
l

柴
崎
柔
道
ク
ラ
ブ
練
習
生

日
・
所
毎
週

ω・
ω:・
我
孫
子
中
学

校
武
道
場
、
毎
週
附
:
・我
孫
子
響
察

署

指
導
内
容
礼
儀
作
法
、
受
け
身

(
護
身
)
、
身
体
の
鍛
錬
、
技
術
の

習
得
、
可
能
性
へ
の
挑
戦
、
精
力
善

用

対

・
時
間
小
学
生
以
下
:
・
同
時

i
m時
、
中
学
生
以
上

:-m時
5
2

時
費
小
学
生
以
下
月
1
5
0
0
円、

中
学
生
以
上
月
5
0
0
円

申
・
園

田
中
宮
7
1
8
5
・
2
4
3
5

持
・・・持参

申
・
:
申
し
込
み

お
し
ら
ぜ

定
例
教
育
委
員
会

日
日
月
お
白
川
W
U時
釦
分
予
定
(
議

案
内
容
に
よ
り
変
更
あ
り
)
所
水

道
局
4
階
会
議
室

内
山
月
四
日
制

以
降
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

申

傍
聴
さ
れ
る
方
は
開
会
予
定
時
間
前

に
傍
聴
者
名
簿
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
担
当
の
指
示
に
従
っ
て
入
室
し

て
く
だ
さ
い
岡
教
育
委
員
会
総
務

課
宮
7
1
8
5
・
1
1
1
0

市
民
図
書
館

ホ

l
ム
ペ
l
ジ

で
の
資
料
予
約
受
け
付
け
開
始

日
月
1
日
か
ら
、
市
民
図
書
館
の

ホ
l
ム
ペ

l
ジ
で
図
書
館
に
所
蔵
す

る
図
書
、

C
D
、
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ

の
予
約
受
け
付
け
を
開
始
し
ま
す
。

対
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
中
学

生
以
上
の
方

申
叩
月
お
白
川
W

か
ら
、

予
約
に
必
要
な
仮
パ
ス
ワ
ー
ド
を
図

書
館
の
窓
口
(
市
民
図
舎
館
〈
ア
ピ

ス
タ
内
〉
、
湖
北
台
分
館
、
布
佐
分

館
)
で
発
行
し
ま
す
(
本
人
来
館
の

み
)
持
身
分
証
明
書
(
保
険
証
、

運
転
免
許
証
な
ど
)
、
図
書
館
の
利

用
カ
ー
ド
闇
市
民
図
書
館
宮
7
1

8
4
・
1
1
1
0

住
宅
用
太
陽
熱
高
度
利
用
シ
ス
テ
ム

設
置
費
補
助

対
集
熱
器
の
総
面
積
百
ば
ま
で
の
ソ

ー
ラ
ー
シ
ス
テ
ム
を
殻
燈
さ
れ
る
方

補
助
金
の
富
安
6
d
で
約
叩
万
円
、

話
ぱ
で
約
1
2
5
万
円
(
補
助
金
の

額
は
型
式
に
よ
り
差
が
生
じ
ま
す
)

※
住
宅
以
外
の
建
物
に
設
置
す
る
場

合
も
対
象
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
叫
刷
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
財
団

太
陽
熱
利
用
部
告
白
・

5
2
7
5
・

9
5
6
6
へ。

住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

設
置
費
補
助

市
で
は
、
新
た
に
住
宅
用
太
陽
光

発
電
シ
ス
テ
ム
を
設
置
す
る
方
に
補

(
記
載
の
な
い
も
の
は
申
し
込
み
不
要
)

助
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

補
助
金
の
自
安
太
陽
光
発
電
モ
ジ

ュ

ー
ル
1
キ
ロ
ワ
ッ
ト
あ
た
り
3
万
円

で
最
大
4
キ
ロ
ワ
ッ
ト
(
上
限
ロ
万

円
)

対
低
圧
系
統
と
逆
潮
流
有
り

で
連
携
す
る
発
電
シ
ス
テ
ム
(
中
古

品
を
除
く
)

申
請
資
格
自
ら
居
住

す
る
市
内
の
住
宅
(
庖
舗
併
用
含
む
)

に
今
か
ら
設
置
し
、
部
年
3
月
初
日

ま
で
に
工
事
を
完
了
し
、
実
績
報
告

書
を
提
出
で
き
る
方
受
付
期
限
侃

年
2
月
沼
田
(
補
助
金
の
予
算
の
枠

を
超
え
た
場
合
は
、
期
間
内
で
も
受

け
付
け
を
終
了
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
)
聞
手
賀
沼
課
・
内
線
4
6
2

在
宅
訪
問
歯
科
健
診

市
で
は
、
歯
科
医
院
に
通
院
不
可

能
な
方
に
対
し
、
家
庭
訪
問
に
よ
る

歯
科
健
診
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

日
通
年
所
各
家
庭

内
歯
科
健
康

診
査
、
歯
科
保
健
指
導
(
向
島
清
掃

と
指
導
)
対
市
内
に
住
民
登
録
の

あ
る
方
で
、
歯
科
医
院
に
通
院
不
可

能
な
臼
歳
以
上
の
在
宅
寝
た
き
り
の

方
、
ま
た
は
介
護
保
険
第
2
号
被
保

険
者
で
特
定
疾
病
の
方
費
無
料
(
た

だ
し
、
診
査
の
結
果
、
歯
科
治
療
が

必
要
な
場
合
は
、
制
我
孫
子
市
歯
科

医
師
会
員
が
歯
科
診
療
を
行
い
ま
す

の
で
、
健
康
保
険
の
範
囲
内
で
治
療

費
が
か
か
り
ま
す
)

申
・
圃
電
話

で
保
健
セ
ン
タ
ー
宮
7
1
8
5
・
1

1
2
6
 

建
築
物
等
実
態
調
査

国
土
交
通
省
で
は
、
白
年
度
建
築

物
等
実
態
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

こ
の
調
査
は
、
国
や
県
の
住
宅
建

築
行
政
な
ど
の
基
礎
資
料
を
得
る
こ

と
を
目
的
に
毎
年
行
っ
て
い
ま
す
。

対
象
家
庭
に
は
事
前
に
お
知
ら
せ

し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

調
査
期
間
口
月
7
日
S
U
自

宅
課
・
内
線
5
2
8

主
:
・
主
催
・
共
催

圃
・
:
問
い
合
わ
せ 聞
住

。環壊しシタャーネイ子ャーイシ f五車船公園で献を探をう』
-1院の実・草@実を見コlすよう。輔の舶れホで工作しよう~

今回のネイチャーインは、木の実や草の実を探したり、小枝や葉つばを使って

工作をしたりします。秩の自然を楽しみましよう。

集合日時・場所 11月3日腕9時25分、五本松公園駐車場集合 (雨天中止)

観察時間午前9時30分から正午

定員 先着30人(小学3年生以下は保護者同伴、中学生は参加申し込み時に保

護者と連絡先をお知らせください)

参加費無料

措ち物タオjレ、飲み物、色えんぴっかクレヨン、

jレーペ(ある方)、小枝の切れるはさみ(ある

方)、汚れてもよい動きやすい服装、履き慣れた

靴でご参加ください

申し込み・圏 10月17日午前8時30分から電話で手賀沼諜・内線568ヘ
※雨天中止の場合は、当日の午前6聞からテレドームft0180・993・173でお知

らせします。

生きも(J)調査に参加できる方募集
~舎2章。吾然譲埼~知ろう・@穫八白平1){やりをつ材、もう~

市では、間発戸・都部の谷津の多様な自然環境を保全・再生して、市民のみなさん

とともに生きた自然と郷土の歴史・支化を感じることのできる「野外博物館(谷津ミ

ユージアム)Jづくりを進めています。今年度も谷津の生きものの生息・復元状況を
自然観察指導員とともに謂べます。あなたも一緒に参加しませんか?

日時 ①11月19日仕防12月17日出1)06 多数の場合は抽選)
年1月21日出@2月18日出@3月18日 申し込み・圏電話
回@4月1日出(全6回)いずれも午前 かハガキ、 Eメール

10時から正午(雨天時は、謂査日の変更 に住揃、氏名、年齢、

あり) i生きもの謂査希
場所岡発戸・都部の谷津 望Jを明示し、〒27
調査項目 かえる側団体謂査・卵塊謂査、 0・1192市役所手賀沼
水場謂査(湧き水量・水質調査)、鳥の 諜(住所省略可)・内線462
謂査 Eメー)[Jteganuma@city.abilくo.chiba.jpヘ
対象・定員中学生以上、 20人(応募者

4、

市役所の電話番号宮7185四 1111 市役所のホームページアドレス http://www.city.abiko.chiba.jp臼 は「あびこ楽校jの事業です。



合
(
雨
天
中
止
)
〈
日
時
解
散
)
。

長
福
寺
↓
聖
徳
太
子
堂
↓
真
挙
寺
↓

将
門
神
社
↓
中
野
治
房
邸
ほ
か
。

5

0
0
円
。
雨
具
、
シ
l
ト
持
参
。
山

崎
君
0
2
9
7
・
打
・

0
3
5
0

V
忍
者
!
ま
ち
を
遊
ぶ
1
1湖
北
台

の
巻
パ

l
ト
2

1
月
6
日
倒
日
時

湖
北
台
西
小
学
校
体
育
館
集
合
(
湖

北
台
中
央
公
園
解
散
)
〈
雨
天
は
日

日
に
順
延
)
。
幼
児
船
人
、
小
学
生

印
人
。

3
0
0
円
。
あ
ぴ
こ
子
ど
も

劇
場
g
m
7
1
8
8
・
9
0
7
8

い
ろ

V
彩
の
た
わ
む
れ
5
ど
こ
か
で
聴
い

た
名
曲
集
パ
l
ト
E

日
月
日
日
働

問
時
j
。
ア
ミ
ユ
ゼ
柏
。
愛
の
あ
い

さ
つ
、
ロ
マ
ン
ス
、
ペ
ニ
ス
の
謝
肉

祭
ほ
か
。

2
0
0
0
円
(
高
校
生
以

下
1
0
0
0
円
)
。
柏
豆
暴
家
協

会
・
奥
野
宮
7
1
3
3
・
3
8
0
2

V
ア
シ
ラ
ネ
集
中
講
座

名
刺
作
成

:
・
日
月
日
日

ω、
住
所
録
作
成
:
・
日

月
辺
日
例
、
年
賀
状
作
成
:・日
月
mm

白川
W
9時
初
分

5
日
時
却
分
。
ア
ピ

ス
タ
。

3
0
0
0
円
。
申
し
込
み
は

ア
シ
ラ
ネ
H
P
の
メ
I
ル
か
ら
。
川

俣
宮
7
1
8
2
・
6
2
9
5

V
庭
先

(ガ
レ
ー
ジ
)
セ
l
ル

叩

月
お
日
例
日
時
1
(品
物
が
な
く
な

り
次
第
終
了
)
。
大
森
さ
ん
宅
車
庫

(
柴
崎
台
4
の
9
の
詑
)
。
小
熊
宮

7
1
8
2
・
1
8
3
0

V
手
賀
沼
浄
化
の
勉
強
会
日
月
お

日
ω即
日
時

1
0
ア
ピ
ス
タ
。
船
か
ら

見
る
手
賀
沼
浄
化
の
現
状
と
お
話
、

講
師
:
市
手
賀
沼
課
職
員
1

却
人
。

あ
ぴ
こ
雑
学
ね
っ
と
繁
2
7
1

8
4
・
5
4
6
4

木
造
住
宅
の

耐
震
相
談
・
耐
震
診
断

B
U月
四
日
側
、
侃
年
1
月
お
日
出
、

2
月
M
日
樹
、

3
月
お
日
側

所
市

箆
所
分
館

内
剖
年
5
月
以
前
に
建

築
さ
れ
た
木
造
住
宅
(
在
来
軸
組
構

法、

2
×
4
工
法
)
を
対
象
に
、
持

参
い
た
だ
い
た
図
面
や
写
真
を
参
考

に
会
場
内
で
相
談
と
診
断
(
予
約
制
、

1
組

ω分、
1
日
あ
た
り
初
組
を
予

定
)
貨
無
料

申
・
圃
電
話
で
住

宅
課
・
内
線
5
6
0
(後
日
、
申
込

書
の
提
出
が
必
要
)

叩
月
仔
目
か
ら
お
日
は

行
政
相
談
週
間
で
す

行
政
相
談
制
度
は
、
年
金
、
医
療

保
険
、
労
働
災
害
、
筆
記
事
務
、
道

路
、
窓
口
サ
ー
ビ
ス
な
ど
国
の
行
政

機
関
や
特
殊
法
人
の
仕
事
に
つ
い
て
、

「こ
う
し
て
欲
し
い
」
「
苦
情
を
申

し
出
た
が
、
説
明
に
納
得
が
い
か
な

い
」
「
制
度
や
仕
組
み
が
分
か
ら
な

い
」
と
い
っ
た
意
見
や
要
望
を
お
聞

き
し
、
問
題
の
解
決
や
要
望
の
実
現

を
め
ざ
す
も
の
で
す
。

※
市
で
は
、
毎
月
第
4
木
曜
日
に
相

談
委
員
に
よ
る
行
政
相
談
を
行
っ
て

い
ま
す
。曾
8
ぬ

V@
ち
ゃ
れ

い
肘
島
町
税
あ
ち
ゃ
ん

回
目
月
幻
白
山

wm時
l
u時
所

市

民
相
談
室
(
市
役
所
本
庁
2
階
)

相
談
委
員
重
松
市
町
美
子
さ
ん
・
松
本

新
子
さ
ん
(
総
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ

れ
た
行
政
相
談
委
員
)
費
無
料

※
総
務
省
千
葉
行
政
事
筆
附
で
は
、

電
話
、
フ
ァ
ク
ス
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
相
談
を
お
受
け
し
て
い
ま
す
。

相
談
先
行
政
苦
情
1
1
0
番
・:
宮
0

5
7
0
・
0
9
0
1
1
0
、
問
0
4

3
・
2
4
6
・
9
8
2
9
、
ホ
ー
ム

ペ
1
ジ
宮
苛
一¥
¥巧
巧
巧
・
∞

ocsc-

m0・
e
阻
秘
害
課
包
7
1
8
5
・

1
7
1
4
 

司
法
書
士
・
税
理
士
・

弁
護
士
合
同
無
料
相
談
会

回
目
月
お
日
凶
日
時

1
ロ
時
、
日
時

1
日
時

所
ホ
テ
ル
サ
ン
ガ
ー
デ
ン

柏

内
幅
広
い
分
野
の
相
談

対
当

日
先
着
M
人
(
午
前
ロ
入
、
午
後
ロ

人
)
副
司
法
書
士
・
山
田
宮
0
4

7
・
3
6
4
・
6
1
1
1

下
水
道
排
水
位
備
工
事

責
任
技
術
者
試
験
の
お
知
ら
せ

日
何
年
2
月
5
日
制
所
幕
張
メ
ツ

セ
国
際
会
議
場
申
込
書
配
布
期
間

・
所
日
月
U
日
1
1月
2
目
、
下
水

道
課

受
験
資
格
下
水
道
排
水
設
備

工
事
に
関
す
る
一
定
の
経
験
年
数

(
修
学
歴
・
職
歴
)
を
有
す
る
方

岡
下
水
道
課
・
内
線
5
3
8
ま
た
は

日
本
下
水
道
協
会
千
葉
県
支
部
8
0

4
3
・
2
4
5
・
5
4
0
4

2 阻 4 0>7
我・暴 8
0 孫 8 カ 3
1 子 9 団 4
1 瞥 3 相 9
0 察 O 競 7
一-
警 告
務 O
議~ 4 
定! 3 
7 ・

1 2 
8 5 

近セ=近隣センター、市セ=市民センター、布佐ステ=布佐ステーションホール、入=入会金、月=月会費、年=年会費

(9) 

.... 
このコーナーに掲載を希望する方は、

広報掲輯依頼書(市役所広報室に用意

または我顎子市のホームページからダ
ウンロード〉に必要事項を記入のうえ、

掲輯希望日の1カ月前までに広報室ヘ
提出してください。
掲識する内容はイぺント名・日時・

場所・内容・費用・問い合わせ先など

です。詳しい内容の確認は、当事者間

で行うようお願いします。
国広報室ft7185・1269

公共施設利用の活動は、優先的!こ

1場所ガ確保さ5れているものではあ
りまぜん。

2005.10.16 

マ
ン
シ
ョ
ン
管
理

基
礎
セ
ミ
ナ
ー
・
相
談
会

日
叩
月
初
日
倒
日
時
1
日
時
お
分

所
市
民
会
館

内
①
セ
ミ
ナ
ー
:
・マ

ン
シ
ョ
ン
居
住
を
快
適
に
過
ご
す
た

め
の
一
安
乗
②
相
談
会

対
管
理

組
合
、
管
理
者
、
居
住
者
、
①
先
着

1
0
0
人
、
②
先
着
目
組
費
無
料

串
・
・
阻
電
話
で

m月
口
日
側
か
ら
千

葉
県
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
士
会
東
薦
文

部
8
0
4
3
・
2
4
4
・
9
0
9
1

(
叩
時

i
u時
)

成
人
の
特
別
入
学
者
選
抜

検
査
白
・
所
何
年
2
月
6
日
側
、

県
立
東
高
飾
高
等
学
校
対
中
学
校

を
卒
業
し
た
成
人
の
方
(
何
年
3
月

白
日
現
在
)
受
験
科
目
作
文
、
面
接

願
書
受
け
付
け
1
月
初
日
開

・
白
白

川W
(

ロ
時
ま
で
)
学
校
説
明
会
:
-

m月
お
日
附
、
日
月
M
日
側
、

1
月

日
日
掛
(
時
時
受
け
付
け
)
阻
同

校
宮
7
1
4
3
・
4
2
7
1

民
プ
ラ
ザ
。
マ
ン
ボ
、
ジ
ル
バ
、
シ

ー
ク
ェ
ン
ス
ダ
ン
ス
。

ω人
。
無
料
。

上
履
き
持
参
。
側
J
B
D
F千
葉
県

ア
マ
チ
ュ
ア
地
域
協
会
・
芳
賀
宮
7

1
8
4
・
9
2
0
8

V
こ
こ
ろ
の
カ
フ
ェ
テ
ラ
ス

「ス
ト

レ
ス
の
上
手
な
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
」

日
月
初
日
冊
目
時
1
日
時
。
ア
ピ
ス

タ
。
ス
ト
レ
ス
の
正
体
と
簡
単
な
解

消
法
を
学
び
、

d
mや
か
な
毎
日
を
過

ご
そ
う
l
。
先
着
引
の
人
。

5
0
0
円。

杉
本
宮
間
7
1
8
4
・
8
2
0
2

V
中
越
の
災
害
地
に
ク
リ
ス
マ
ス
プ

レ
ゼ
ン
ト
を
!
叩
月
沼
田
側
、
日

月
3
日
鯛
・
幻
日
側
、
ロ
月
日
日
側

・
お
日
冊
目
時
泊
分
;
。
柴
崎
自
治

会
館
。
無
料
。
ハ
サ
ミ
、
か
ぎ
針
持

参
。
手
作
り
の
会
・
染
谷
宮
7
1
8

4
・
5
8
4
4

V
第
市
回
我
孫
子
盆
栽
山
野
草
ク
ラ

ブ
会
員
展
示
会
日
月
辺
自
国
・
お

日
倒
9
時

5
日
時
。
脅
木
園
植
木
鉢

セ
ン
タ
ー
(
東
我
孫
子
駅
前
)
。
松

柏
類
、
葉
も
の
実
も
の
類
、
花
も
の

盆
栽
、
山
野
草
盆
栽
。
林
君
7
1
8

2
・
8
5
2
0
(叩
時
S
H時
)

V
A
A
F
C
創
立
叩
周
年
記
念
ク
ラ

シ
ッ
ク
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト

「弦
楽
四

重
奏
」

i
魅
惑
の
響
き
叩
月
お
日

ωu時
開
場
。
ア
ピ
ス
タ
。
ア
ン
サ

ン
ブ
ル

・
グ
リ
モ
。
パ
ツ
ヘ
ル
ベ
ル

の
カ
ノ
ン
ほ
か
。
無
料
。
脇
田
宮
間

7
1
8
5
・
1
9
6
1

V
相
馬
霊
場
八
十
八
カ
所
巡
り
叩

月
初
日
側
8
時
必
分
新
木
駅
北
口
集

千
葉
県
最
低
賃
金
を
改
訂

講
演
・
催
し

日
月
1
日
か
ら
、
県
内
の
す
べ
て

の
労
働
者
(
パ
I
ト
、
ア
ル
バ
イ
ト

な
ど
を
含
む
)
に
適
用
さ
れ
る
千
葉

県
最
低
賃
金
が
改
正
さ
れ
ま
す
。

時
間
額
:
・6
8
2
円
(
従
来
は
6
7

8
円
)

四
千
葉
労
働
局
賃
金
室
告

0
4
3
・
2
2
1
・
2
3
2
8

V
住
宅
改
造
講
習
会
ぬ
月
幻
日
同

日
時
却
分
1
日
時
却
分
。
市
民
会
館
。

高
齢
者
の
家
庭
内
事
故
防
止
の
た
め

の
住
宅
改
造
、
講
師
:・
加
烏
守
さ
ん

(
理
学
療
法
士
)
ほ
か
。
初
人
。
無

料。

N
P
O法
人
デ
イ
ヘ
ル
プ
・
森

谷
8
7
1
8
2
・
3
7
4
4

V
初
め
て
の
方
の
社
交
ダ
ン
ス
講
習

会
日
月
日
日
凶
即
日
時

sロ
時
。
市

事
件
や
事
故
の

相
談
に
応
じ
ま
す

千
葉
県
警
察
で
は
、
次
の
相
談
窓

口
を
設
け
相
談
を
受
け
て
い
ま
す
0

0
相
談
サ
ポ
ー
ト
コ
ー
ナ
ー

(
各
種

犯
罪
や
事
故
の
被
答
者
相
談
)
i
g

0
4
3
・
2
2
7
・
9
1
1
0

0
女
性
被
害
1
1
0番

(
女
性
被
害

者
の
困
り
ご
と
、
悩
み
ご
と
相
談
)

:宮
0
4
3
・
2
2
3
・
0
1
1
0

0
女
性
相
談
所

(
電
車
内
や
駅
構
内

で
の
痴
漢
被
害
等
)
:
・宮

0
1
2

0
・
0
4
8
2
2
4

0
少
年
セ
ン
タ
ー
:
・
E
0
1
2
0
・

原
爆
被
爆
者
二
世
健
診
断

対
原
爆
被
爆
者
の
実
子
で
、
県
内
に

住
所
を
有
し
、
受
診
を
希
望
す
る
方

(
受
診
希
望
者
が
多
数
の
場
合
は
、

昨
年
度
未
受
診
者
を
優
先
)
実
施

期
限
何
年

3
5日
守

岡

毒

す
る
方
の
住
所
、
氏
名
、
生
年
月
日
、

電
話
番
号
、
被
爆
者
で
あ
る
親
の
氏

名
、
住
所
、
被
爆
者
手
帳
番
号
を
明

記
し
、
何
年
2
月
日
日
必
着
で
一
T
2

6
0
1
8
6
6
7
県
庁
健
康
福
祉
指

導
課
援
護
恩
給
室
(
住
所
省
略
可
)

宮

0
4
3
・
2
2
3
・
2
3
4
9

※
検
査
の
種
類
に
よ
っ
て
は
一
部
自

己
負
担
が
生
じ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

建
退
共
制
度
に
加
入
を

裁
判
所
調
停
委
員
に
よ
る

無
料
調
停
相
談

日
日
月
日
日
働
日
時

1
日
時
(
受
け

付
け
は
凶
時
鈎
分
ま
で
)
所
松
戸

市
民
劇
場

(
J
R松
戸
駅
西
口
徒
歩

約
5
分
)

内
金
の
貸
し
借
り
、
交

通
事
故
、
土
地
建
物
、
請
負
な
ど
民

事
上
の
ト
ラ
ブ
ル
、
離
婚
、
親
子
関

係
、
遺
産
分
割
な
ど
家
庭
内
の
も
め

ご
と

申
不
要
、
直
接
会
場
へ
四

千
葉
地
方
・
家
庭
裁
判
所
松
戸
支
部

庶
務
課
宮
0
4
7
・
3
6
8
・
5
1

-ー.， 

建
設
業
退
職
金
共
済
制
度
は
、
建

設
現
場
で
働
く
方
の
た
め
に
中
小
企

業
退
職
金
共
済
法
に
よ
り
国
が
作
っ

た
退
職
金
制
度
で
す
。

事
業
主
は
、
建
設
労
働
者
の
共
済

手
帳
に
労
働
日
数
に
応
じ
た
共
済
証

紙
を
張
り
、
労
働
者
が
や
め
た
と
き

に
、
建
退
共
か
ら
退
職
金
を
支
払
い

ま
す
。

※
掛
け
金
は
、
日
額
3
1
0
円
で
す
。

圃
建
退
共
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葉
県
支
部
告
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4
3
・
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・
7
3
7
9

.. 、
ti 怠

不
周
回
目
情
報

H
躍
り
ま
す
H

O
有
料
で
本
電
気
こ
た
つ
(
テ

ー
ブ
ル
両
面
型
叩
叩
×
鈎
仰
)
:
・

岡
野
宮
7
1
8
7
・
2
2
2
1

*
敷
き
布
団
2
枚
(
新
品
)
;
酌

霞
台7
1
8
4
・
1
4
8
8

0
無
料

で

ホ

ピ
ア
ノ
:
・山
崎
告

7
1
6
9
・
7
3
4
3

本選

防
具
一
式
(
中
学
生
用
)
、
竹
万

一
本
:
・
五
十
嵐
告
7
1
8
2
・
6

。。

「市民伝言板jの各項目は、右のとおり省略しています。
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|市内交通(人身)事故発生件数 |
(我孫子警察署管内・8月g]日現在)
9月の発生件数 51件
今年の発生件数(1月-)464件
前年同期比 一10件
9月の死者数 0人
今年の死者数 8人
前年周期比 +7人
9月の負傷者数 75人
今年の負傷者数 574人
前年周期比 一29人

2
2
4
 

U
撮
っ
て
く
だ
さ
い
"

。
無
料
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本
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ベ
ッ
ド
:
山

本
宮
7
1
6
9
・
5
5
5
4

申
込
み

各
連
絡
先
へ
直
接
電
話

し
て
く
だ
さ
い
。

阻

ふ
れ
あ
い
工
房
告
7
1
8
6

・
5
5
0
0
(月
曜
日
休
館
)

会
員
・
仲
間
募
集

だ

い

き

大
輝
ち
ゃ
ん

倉;

V
近
代
文
学
講

座

毎

月
1
回

ω

(
教
室
が
確
保
さ
れ
た
週
)
ロ
時
1

日
時
。
ア
ビ
ス
タ
。
近
代
文
学
と
詩

と
時
事
問
題
。
講
師
:
・早
川
雅
之
さ

ん
(
元
中
央
学
院
大
学
教
授
)
。
月

8
0
0
円
(
現
在
会
員
数
約

ω人
)
。

武
見
包
7
1
8
2
・
2
6
0
5

(
湖
北
台
・

1
歳
4
カ
月
)

い
定
ず
ら
大
野
き
!
ご
飯
大
路

き
!
あ
兄
ち
ゃ
ん
巴
負
け
な
い
く

ら
い
わ
ん
ぱ
く
で
す
。
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お
年
間
水
位
観
測
を
続
け
る

布
佐
在
住
の
杉
野
さ
ん
巴
国
土
一
父
通
大
臣
表
彰

7月11目、布佐在住の杉野ヨシ
エさん (78歳)が国土突過大臣表
彰を受けました。

杉野さんは、 「利根川水系手賀沼

落水観測所観測員」として、 1970
(昭和45)年から33年間、毎日;水
位観測(午前7崎と午後4時の2
回)を続けられ、その功績力事価さ

れたものです。

杉野さんの報告したデータは、手

賀川の公共事業計画の基礎資料とな

ります。

ACOBA(アコバ)
起業を志す人だちを支援

全日本実業団対抗陸上大会の三段跳びで優勝
本町在住の中丸信吾さんlこスポーツ功労表彰

A
C
O
B
A
(
ア
コ
パ
)
〈
関
本

征
四
郎
代
表
理
事
〉
が
、

8
月
9
日

に
市
内
で
mm
番
目
の
N
P
O
法
人
と

し
て
千
葉
県
か
ら
認
証
さ
れ
ま
し
た
。

A
C
O
B
A
は

「我
孫
子
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
協
会
」
の
略
称
で
、

我
張
子
市
の

「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ

ネ
ス
起
業
講
座
」

(
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ビ
ジ
ネ
ス
は
、
地
域
の
課
題
を
自
分

た
ち
で
解
決
し
、
そ
れ
を
事
業
に
つ

な
げ
る
も
の
で
す
)
の
卒
業
生
有
志

が
集
ま
っ
て
組
織
さ
れ
ま
し
た
。
す

で
に
事
業
を
立
ち
上
げ
て
い
る
会
員

も
い
て
、
サ
ポ
ー
ト
し
合
っ
た
り
情

報
交
換
を
し
た
り
し
て
い
ま
す
。

会
の
活
動
は
、
起
業
を
志
す
方
た

ち
へ
の
支
援
を
行
い
、
起
業
セ
ミ
ナ

ー
や
究
流
会
な
ど
を
企
画
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
我
孫
子
市
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス

(
C
B
)
を
紹
介
す

里
神
楽
を
通
し
て
古
一戸
の
四
季
を
ビ
デ
オ
に

昨年9月に開催された第52回全日本実業団
対抗陸上競技選手権大会で三段跳びで優勝し

た中丸信吾さんに、 9月8目、スポーツ功労

表彰を行いました。(写真)

これは、スポーツ活動の推進と発展のため、

スポーツの振興・発展に貢献したり、全国大

会で優勝などの成績を収めたりした個人-団

体に対し贈られるものです。

る

「あ
ぴ
こ

C
B
ネ
ッ
ト
」
と、

地
元
商
庖
・
事
業
所
を
紹
介
す
る

「あ
ぴ
こ
タ
ウ
ン
ネ
ッ
ト
」
の
管

理
運
営
や
情
報
提
供
に
努
め
て
い

ま
す
。
さ
ら
に
法
人
化
す
る
こ
と

に
よ
り
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
第
三
者

評
価
機
関
と
し
て
の
認
証
を
目
指

し
て
い
ま
す
。

「
具
体
的
な
事
業
案
を
持
っ
て

い
る
方
、
ま
だ
踏
み
出
せ
な
い
方
、

何
か
ヒ
ン
ト
を
つ
か
め
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
ま
ず
は
月
例
会
に
参

加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
地
元
は
あ

な
た
の
元
気
を
必
要
と
し
て
い
ま

す
。
何
も
難
し
い
こ
と
は
し
て
い

ま
せ
ん
。
一
緒
に
新
し
い
生
き
恥

勢
を
見
つ
け
ま
し
ょ
う
」
と
関
本

さ
ん
は
語
っ
て
い
ま
し
た
。

圃

関

本

宮
7
1
8
8
・
8
7
6

6
 

あ
び
こ

・イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
博
物
館
ガ
N
H
K
千
翼
政
選
周
一長賞

NPO法人・あぴこ-インターネット・博物館(代表・玉造仁ーさん)

が8月29日に行われた「平成17年度千葉県メディアコンクールJ(千葉
県教育委員会主催)でNHK千葉放送局長賞を受賞しました。(写真)

同法人は、これまで地域のさまざまな情報をもとに的確に取材し、映穐

作品にしてきました。

受賞作「古戸の四季Jは、江戸時代から伝わる「古戸はやし連中Jの里
神楽を通して、古戸の四季を描いた15分の作晶です。ビデオテープは、
教育委員会社会教育課(ft7185-1602)て無料で貸し出しています。

9月25日千葉県白浜町で開催さ
れた、白浜音頭の全国大会で、我弼子市在住の根本政子さ

ん(写真上)(寿在住)が民謡の部で総合優勝しました。

この大会は、千葉県白浜町・白浜音頭全国大会実行委員

会が主催するもので、民謡の部(少年・成年・壮年・熟年

の部)に234人が参加し、日ごろ鍛えたのどを競いました。
抗、根本さんの娘の鯛Bさん(写真下)は、民謡の成
年の部に参加し準優勝しました。

寿
在
住
の
根
本
さ
ん
白
浜
音
頭
全
国
大
会
で
総
合
優
勝

日
ご
ろ
の
練
習
成
果
競
い
合
う

岡田暑

い
ぎ
よ
い

制
十
六
夜
や
海
に
せ
り
出
す
能
雌
重

桝

秋
山
門
友
の
手
紙
の
捨
て
が
た
く

帽
新
松
子
育
し
と
思
ふ
子
も
不
惑

選
選

し
の
の
め
の
白
萩
商
く
咲
き
に
け
り

旦

序

コ
ス
モ
ス
を
母
へ
と
走
ら
す
三
輪
車

j
農
継
が
ぬ
子
等
に
新
米
送
る
朝

内
崎
竹
島

。
膏
少
年
の
部
(
叩
歳
以
下
)

名

月

の

か

が

や

く

空

に

塞

か

か

る

鈴

木

喬

仁

(

小

学

校

5
年
生
)

{評
}

十
五
夜
の
空
を
よ
く
観
察
し
ま
し
た
。
俳
句
を
作
る
の
に
と
て
も
大
切
な
こ
と
で
す
。

俳句

野音山川下永
口田口上田井

文芸だより

か
ぶ
と
虫
死
ん
で
も
黒
く
て
強
そ
う
だ
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ひ

と

へ

ひ

つ

ぎ

縫
ひ
上
げ
て
着
る
を
楽
し
み
に
待
ち
し
母
絞
り
の
単
衣
は
枢
へ
掛
け
や
る
新
藤
道
子

た

し

な

き

た

{評
}

一
蓄
ま
で
針
仕
事
は
女
の
噌
み
で
あ
っ
た
。
来
る
季
節
に
準
備
を
整
え
た
母
君
は
:
・

わ

ゆ
き
あ
ひ
の
塞
の
み
に
知
る
秋
あ
は
れ
マ
ン
シ
ョ
ン
群
に
沈
む
吾
が
街
海
老
塚
恵
美
子

{評
一

我
孫
子
駅
は
真
新
し
い
古
代
遺
跡
に
包
囲
さ
れ
た
の
雲
り
。
券
会
議
の
数
々
。

村
上

智
範
(
小
学
校
3
年
生
)

内
視
鏡
ヒ
ン
ク
の
ト
ン
ネ
ル
進
み
行
き
画
面
に
現
す
身
内
久
的

E
友
だ
ち
ら
腕
乞
託
し
鄭
ま
ひ
っ
古
島
町
「
の
却
す
れ
違
ひ
ゆ
く

、
}
あ
や
ま
ち
て
落
し
し
蜂
の
巣
蜂
ど
も
の
放
棄
し
た
れ
ば
要
は
悔
や
め
り

好

あ
か
ね
空
を
背
景
に
し
て
飛
び
交
へ
る
パ
ラ
グ
ラ
イ
ダ
ー
は
町
恥
の
ご
と
し

原
紀
州
犬
わ
が
犬
を
見
て
立
ち
止
ま
り
前
足
そ
ろ
へ

「お
お
セ
ニ
ョ
リ
1
タ
」

榊

か
ぜ
寄
す
る
小
さ
な
波
へ
ほ
い
ほ
い
と
腰
ふ
る
軽
鴨
マ
ツ
ケ
ン
サ
ン
パ

鑓叡

人
月
の
は
じ
め
に
、
我
孫
子
ゴ
ル

フ
乱
第
一
跡
の
東
側
に
横
た
わ
る
湿
地

帯
を
訪
れ
る
と
、
道
端
で
ゲ
ン
ノ
シ

ョ
ウ
コ
が
花
を
つ
け
て
い
ま
し
た
。

こ
の
寧
は
山
野
の
草
地
で
普
通
に

帽
の
ゆ
れ
る
多
年
草
で
、
筆
、
葉
陀
、

花
柄
に
は
多
く
の
毛
が
あ
り
ま
す
。

花
ぴ
ら
は
五
弁
で
白
く
、
薄
紫
色

の
筋
が
入
っ
て
い
ま
し
た
。
花
の
色

グシ)}~ク目。目

Aゲツノショウコの果実(栗扇)

(ふうろそう科)

渡
辺
正
夫

東
海
林
帯
和

三
谷
和
夫

近
江
七
実

渡
辺
詔
子

石
河
和
子

は
様
々
で
、
他
地
域
で
は
淡
紅
色
、

赤
紫
色
の
も
の
も
見
ら
れ
ま
す
。

花
が
終
わ
る
と
、
断
恥
と
呼
ば
れ

る
果
実
が
で
き
ま
す
。
熱
し
て
乾
く

と
縦
に
五
裂
し
、
種
子
を
叫
聞
き
飛
ば

み
こ
し

し
て
巻
き
上
が
り
、
神
輿
の
屋
根
の

よ
う
な
形
に
な
る
の
で
、

「
ミ
コ
シ

グ
サ
」
の
名
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
草
は
普
か
ら
一
ド
抑
止
め
の
妙

薬
と
し
て
使
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

茎
葉
が
よ
く
充
実
し
た
花
盛
り
の

こ
ろ
ね
ぎ
わ

頃
、
根
際
よ
り
刈
り
取
り
ま
す
。
水せん

洗
い
し
て
陰
干
し
に
し
て
お
き
、
煎

じ
て
飲
む
と
、
効
回
議
較
」
い
、
つ
の

で、

「現
の
証
拠
」
の
名
が
付
け
ら

れ
ま
し
た
。

「
し
じ
み
蝶
と
ま
り
で
げ
ん
の

し
よ
う
こ
か
な
」
(
森
澄
雄
)

(
文
・
写
真
佐
久
間
俊
行
)
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